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(57)【要約】
【課題】本発明は、複数のコンテンツの印象を示す２次
元平面画像を容易に提示する。
【解決手段】本発明は、ハードディスクドライブ３３に
、音楽毎の印象を表すための３種類の項目それぞれを数
値化して得られる第１、第２及び第３の印象項目値ＳＰ
、ＥＬ及びＮＥを３次元空間座標として音楽表示子ＳＩ
が配置された３次元空間画像ＴＤＩをそれぞれ異なる視
点から見たように生成された複数の音楽選択画像ＳＤＩ
を記録し、中央処理ユニット３０が表示部３９に音楽選
択画像ＳＤＩを表示した状態で、入力部３１を介して視
点の変更が指示されると、変更後の視点を用いて生成し
た音楽選択画像ＳＤＩをハードディスクドライブ３３か
ら読み出して表示部３９に表示することにより、表示部
３９に音楽選択画像ＳＤＩを切り替えて表示するときの
処理負荷を大幅に低減でき、複数の音楽の印象を示す音
楽選択画像ＳＤＩを容易に提示し得る。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツ毎の印象を表すための３種類の項目それぞれを数値化して得られる第１乃至
第３の印象項目値を３次元空間座標として、複数の当該３次元空間座標にそれぞれ上記コ
ンテンツを示すコンテンツ表示子が配置された３次元空間画像をそれぞれ異なる視点から
見たように生成された複数の２次元平面画像を記録する記録部と、
　上記記録部に記録された上記２次元平面画像を表示する表示部と、
　上記３次元空間画像を見るための上記視点を変更するように指示するために用いられる
指示部と、
　上記３次元空間画像を所定の上記視点から見たように生成された上記２次元平面画像を
上記記録部から読み出し、当該読み出した上記２次元平面画像を上記表示部に表示してい
る状態で、上記指示部を介して当該視点を変更するように指示されると、変更後の上記視
点から上記３次元空間画像を見たように生成された上記２次元平面画像を上記記録部から
読み出し、当該読み出した上記２次元平面画像を上記表示部に表示するように制御する表
示制御部と
　を具えることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　上記記録部は、
　上記３次元空間画像をそれぞれ異なる上記視点から見たときに、当該３次元空間画像内
の複数の上記コンテンツ表示子の配置位置に応じて当該複数の上記コンテンツ表示子の遠
近を表現するように生成された複数の上記２次元平面画像を記録する
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　上記表示部に表示された上記２次元平面画像内で任意に選択位置を選択させるために用
いられる選択部と、
　上記選択部を介して上記２次元平面画像内で上記選択位置が任意に選択されると、当該
２次元平面画像内で上記選択位置と最も近い位置の上記コンテンツ表示子を検出する検出
部と
　を具えることを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　上記表示制御部は、
　上記２次元平面画像内の、上記検出部により検出された上記コンテンツ表示子を含む所
定部分を上記表示部に表示するように制御する
　ことを特徴とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　上記コンテンツ表示子に対応する上記コンテンツを再生する再生部
　を具え、
　上記検出部は、
　上記２次元平面画像内で検出した上記コンテンツ表示子に対する上記３次元空間画像内
の配置位置を検出すると共に、当該３次元空間画像内の上記検出した上記配置位置を含む
所定の空間領域に配置された他の上記コンテンツ表示子を検出し、
　上記再生部は、
　上記検出部により、上記２次元平面画像内で検出された上記コンテンツ表示子と、上記
３次元空間画像内の上記空間領域で検出された他の上記コンテンツ表示子とに対応する上
記コンテンツを再生する
　ことを特徴とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項６】
　コンテンツ毎の印象を表すための３種類の項目それぞれを数値化して得られる第１乃至
第３の印象項目値を３次元空間座標として、複数の当該３次元空間座標にそれぞれ上記コ
ンテンツを示すコンテンツ表示子が配置された３次元空間画像をそれぞれ異なる視点から
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見たように生成された複数の２次元平面画像を記録する記録部と、
　上記２次元平面画像を表示する外部装置に対し、上記記録部に記録された上記２次元平
面画像を送信する送信部と、
　上記外部装置から送信された、上記３次元空間画像を見るための上記視点を変更するよ
うに要求する要求情報を受信する受信部と、
　上記記録部から上記３次元空間画像を所定の上記視点から見たように生成された上記２
次元平面画像を読み出し、当該読み出した上記２次元平面画像を上記送信部から上記外部
装置に送信するように制御すると共に、上記受信部により、上記２次元平面画像を表示し
ている上記外部装置から送信された上記要求情報が受信されると、当該受信部により受信
された上記要求情報の示す変更後の上記視点から上記３次元空間画像を見たように生成さ
れた上記２次元平面画像を上記記録部から読み出し、当該読み出した上記２次元平面画像
を上記送信部から上記外部装置に送信するように制御する送信制御部と
　を具えることを特徴とする画像提供装置。
【請求項７】
　上記記録部は、
　上記３次元空間画像をそれぞれ異なる上記視点から見たときに、当該３次元空間画像内
の複数の上記コンテンツ表示子の配置位置に応じて当該複数の上記コンテンツ表示子の遠
近を表現するように生成された複数の上記２次元平面画像を記録する
　ことを特徴とする請求項６に記載の画像提供装置。
【請求項８】
　上記２次元平面画像内で任意に選択された選択位置と最も近い位置の上記コンテンツ表
示子を検出する検出部
　を具え、
　上記受信部は、
　上記外部装置で表示されている上記２次元平面画像内で上記選択位置が任意に選択され
ることにより当該外部装置から送信された上記選択位置を示す選択位置情報を受信し、
　上記検出部は、
　上記外部装置で表示されている上記２次元平面画像内で、上記受信部により受信された
上記選択位置情報の示す上記選択位置と最も近い位置の上記コンテンツ表示子を検出する
　ことを特徴とする請求項７に記載の画像提供装置。
【請求項９】
　上記送信制御部は、
　上記外部装置で表示されている上記２次元平面画像内の、上記検出部により検出された
上記コンテンツ表示子を含む所定部分を上記送信部から上記外部装置に送信するように制
御する
　ことを特徴とする請求項８に記載の画像提供装置。
【請求項１０】
　上記検出部は、
　上記２次元平面画像内で検出した上記コンテンツ表示子に対する上記３次元空間画像内
の配置位置を検出すると共に、当該３次元空間画像内の上記検出した上記配置位置を含む
所定の空間領域に配置された他の上記コンテンツ表示子を検出し、
　上記送信制御部は、
　上記検出部により、上記２次元平面画像内で検出された上記コンテンツ表示子と、上記
３次元空間画像内の上記空間領域で検出された他の上記コンテンツ表示子とに対応する上
記コンテンツを上記送信部から上記外部装置に送信するように制御する
　ことを特徴とする請求項８に記載の画像提供装置。
【請求項１１】
　コンピュータに対し、
　コンテンツ毎の印象を表すための３種類の項目それぞれを数値化して得られる第１乃至
第３の印象項目値を３次元空間座標として、複数の当該３次元空間座標にそれぞれ上記コ
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ンテンツを示すコンテンツ表示子が配置された３次元空間画像をそれぞれ異なる視点から
見たように生成された複数の２次元平面画像が記録された記録媒体から、上記３次元空間
画像を所定の上記視点から見たように生成された上記２次元平面画像を読み出し、当該読
み出した上記２次元平面画像を表示する表示ステップと、
　上記２次元平面画像を表示している状態で、上記３次元空間画像を見るための上記視点
を変更するように指示されると、変更後の上記視点から上記３次元空間画像を見たように
生成された上記２次元平面画像を上記記録媒体から読み出し、当該読み出した上記２次元
平面画像を表示するように制御する表示制御ステップと
　を実行させるための表示プログラム。
【請求項１２】
　上記表示ステップは、
　上記３次元空間画像をそれぞれ異なる上記視点から見たときに、当該３次元空間画像内
の複数の上記コンテンツ表示子の配置位置に応じて当該複数の上記コンテンツ表示子の遠
近を表現するように生成された複数の上記２次元平面画像が記録された上記記録媒体から
、上記２次元平面画像を読み出し、当該読み出した上記２次元平面画像を表示する
　ことを上記コンピュータに実行させるための請求項１１に記載の表示プログラム。
【請求項１３】
　上記表示した上記２次元平面画像内で任意に選択位置が選択されると、当該２次元平面
画像内で上記選択された上記選択位置と最も近い位置の上記コンテンツ表示子を検出する
検出ステップ
　を上記コンピュータに実行させるための請求項１２に記載の表示プログラム。
【請求項１４】
　上記２次元平面画像内の、上記検出した上記コンテンツ表示子を含む所定部分を表示す
る部分表示ステップ
　を上記コンピュータに実行させるための請求項１３に記載の表示プログラム。
【請求項１５】
　上記コンテンツ表示子に対応する上記コンテンツを再生する再生ステップ
　を上記コンピュータに実行させ、
　上記検出ステップは、
　上記２次元平面画像内で検出した上記コンテンツ表示子に対する上記３次元空間画像内
の配置位置を検出すると共に、当該３次元空間画像内の上記検出した上記配置位置を含む
所定の空間領域に配置された他の上記コンテンツ表示子を検出し、
　上記再生ステップは、
　上記２次元平面画像内で検出した上記コンテンツ表示子と、上記３次元空間画像内の上
記空間領域で検出した他の上記コンテンツ表示子とに対応する上記コンテンツを再生する
　ことを上記コンピュータに実行させるための請求項１３に記載の表示プログラム。
【請求項１６】
　コンピュータに対し、
　コンテンツ毎の印象を表すための３種類の項目それぞれを数値化して得られる第１乃至
第３の印象項目値を３次元空間座標として、複数の当該３次元空間座標にそれぞれ上記コ
ンテンツを示すコンテンツ表示子が配置された３次元空間画像をそれぞれ異なる視点から
見たように生成された複数の２次元平面画像が記録された記録媒体から、上記３次元空間
画像を所定の上記視点から見たように生成された上記２次元平面画像を読み出し、当該読
み出した上記２次元平面画像を表示用として外部装置に送信する送信ステップと、
　上記２次元平面画像を表示している上記外部装置から、上記３次元空間画像を見るため
の上記視点を変更するように要求されたことにより送信された要求情報を受信する受信ス
テップと、
　上記受信した上記要求情報の示す変更後の上記視点から上記３次元空間画像を見たよう
に生成された上記２次元平面画像を上記記録媒体から読み出し、当該読み出した上記２次
元平面画像を上記外部装置に送信するように制御する送信制御ステップと
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　を実行させるための画像提供プログラム。
【請求項１７】
　上記送信ステップは、
　上記３次元空間画像をそれぞれ異なる上記視点から見たときに、当該３次元空間画像内
の複数の上記コンテンツ表示子の配置位置に応じて当該複数の上記コンテンツ表示子の遠
近を表現するように生成された複数の上記２次元平面画像が記録された上記記録媒体から
、上記２次元平面画像を読み出し、当該読み出した上記２次元平面画像を上記外部装置に
送信する
　ことを上記コンピュータに実行させるための請求項１６に記載の画像提供プログラム。
【請求項１８】
　上記２次元平面画像内で任意に選択された選択位置と最も近い位置の上記コンテンツ表
示子を検出する検出ステップ
　を上記コンピュータに実行させ、
　上記受信ステップは、
　上記外部装置で表示されている上記２次元平面画像内で上記選択位置が任意に選択され
ることにより当該外部装置から送信された上記選択位置を示す選択位置情報を受信し、
　上記検出ステップは、
　上記外部装置で表示されている上記２次元平面画像内で、上記受信した上記選択位置情
報の示す上記選択位置と最も近い位置の上記コンテンツ表示子を検出する
　ことを上記コンピュータに実行させるための請求項１７に記載の画像提供プログラム。
【請求項１９】
　上記外部装置で表示されている上記２次元平面画像内の上記検出した上記コンテンツ表
示子を含む所定部分を上記外部装置に送信する部分送信ステップ
　を上記コンピュータに実行させるための請求項１８に記載の画像提供プログラム。
【請求項２０】
　上記外部装置に上記コンテンツ表示子に対応する上記コンテンツを送信するコンテンツ
送信ステップ
　を上記コンピュータに実行させ、
　上記検出ステップは、
　上記２次元平面画像内で検出した上記コンテンツ表示子に対する上記３次元空間画像内
の配置位置を検出すると共に、当該３次元空間画像内の上記検出した上記配置位置を含む
所定の空間領域に配置された他の上記コンテンツ表示子を検出し、
　上記コンテンツ送信ステップは、
　上記２次元平面画像内で検出した上記コンテンツ表示子と、上記３次元空間画像内の上
記空間領域で検出した他の上記コンテンツ表示子とに対応する上記コンテンツを上記外部
装置に送信する
　ことを上記コンピュータに実行させるための請求項１８に記載の画像提供プログラム。
【請求項２１】
　コンテンツ毎の印象を表すための３種類の項目それぞれを数値化して得られる第１乃至
第３の印象項目値を３次元空間座標として、複数の当該３次元空間座標にそれぞれ上記コ
ンテンツを示すコンテンツ表示子が配置された３次元空間画像をそれぞれ異なる視点から
見たように生成された複数の２次元平面画像が記録された記録媒体から、上記３次元空間
画像を所定の上記視点から見たように生成された上記２次元平面画像を読み出し、当該読
み出した上記２次元平面画像を表示する表示ステップと、
　上記２次元平面画像を表示している状態で、上記３次元空間画像を見るための上記視点
を変更するように指示されると、変更後の上記視点から上記３次元空間画像を見たように
生成された上記２次元平面画像を上記記録媒体から読み出し、当該読み出した上記２次元
平面画像を表示するように制御する表示制御ステップと
　を具えることを特徴とする表示方法。
【請求項２２】
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　コンテンツ毎の印象を表すための３種類の項目それぞれを数値化して得られる第１乃至
第３の印象項目値を３次元空間座標として、複数の当該３次元空間座標にそれぞれ上記コ
ンテンツを示すコンテンツ表示子が配置された３次元空間画像をそれぞれ異なる視点から
見たように生成された複数の２次元平面画像が記録された記録媒体から、上記３次元空間
画像を所定の上記視点から見たように生成された上記２次元平面画像を読み出し、当該読
み出した上記２次元平面画像を表示用として外部装置に送信する送信ステップと、
　上記２次元平面画像を表示している上記外部装置から、上記３次元空間画像を見るため
の上記視点を変更するように要求されたことにより送信された要求情報を受信する受信ス
テップと、
　上記受信した上記要求情報の示す変更後の上記視点から上記３次元空間画像を見たよう
に生成された上記２次元平面画像を上記記録媒体から読み出し、当該読み出した上記２次
元平面画像を上記外部装置に送信するように制御する送信制御ステップと
　を具えることを特徴とする画像提供方法。
【請求項２３】
　コンピュータに対し、
　コンテンツ毎の印象を表すための３種類の項目それぞれを数値化して得られる第１乃至
第３の印象項目値を３次元空間座標として、複数の当該３次元空間座標にそれぞれ上記コ
ンテンツを示すコンテンツ表示子が配置された３次元空間画像をそれぞれ異なる視点から
見たように生成された複数の２次元平面画像が記録された記録媒体から、上記３次元空間
画像を所定の上記視点から見たように生成された上記２次元平面画像を読み出し、当該読
み出した上記２次元平面画像を表示する表示ステップと、
　上記２次元平面画像を表示している状態で、上記３次元空間画像を見るための上記視点
を変更するように指示されると、変更後の上記視点から上記３次元空間画像を見たように
生成された上記２次元平面画像を上記記録媒体から読み出し、当該読み出した上記２次元
平面画像を表示するように制御する表示制御ステップと
　を実行させるための表示プログラムを記録したコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項２４】
　コンピュータに対し、
　コンテンツ毎の印象を表すための３種類の項目それぞれを数値化して得られる第１乃至
第３の印象項目値を３次元空間座標として、複数の当該３次元空間座標にそれぞれ上記コ
ンテンツを示すコンテンツ表示子が配置された３次元空間画像をそれぞれ異なる視点から
見たように生成された複数の２次元平面画像が記録された記録媒体から、上記３次元空間
画像を所定の上記視点から見たように生成された上記２次元平面画像を読み出し、当該読
み出した上記２次元平面画像を表示用として外部装置に送信する送信ステップと、
　上記２次元平面画像を表示している上記外部装置から、上記３次元空間画像を見るため
の上記視点を変更するように要求されたことにより送信された要求情報を受信する受信ス
テップと、
　上記受信した上記要求情報の示す変更後の上記視点から上記３次元空間画像を見たよう
に生成された上記２次元平面画像を上記記録媒体から読み出し、当該読み出した上記２次
元平面画像を上記外部装置に送信するように制御する送信制御ステップと
　を実行させるための画像提供プログラムを記録したコンピュータ読取可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置、表示プログラム、表示方法、画像提供装置、画像提供プログラム、
画像提供方法及び記録媒体に関し、例えば所望の音楽を選択させる音楽選択システムに適
用して好適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の楽曲検索装置は、複数の楽曲の印象をそれぞれ数値化して表す２次元データでな
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る印象値を生成し、２次元平面画像上にこれら複数の印象値をそれぞれ一点として表示し
ている。そして楽曲検索装置は、かかる２次元平面画像上で個々の点を楽曲として選択さ
せていた（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００５－１０７７１公報（第１４頁、第１５頁、図７）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで最近では、このような楽曲検索装置として、例えば楽曲毎の印象それぞれを数
値化して表す３種類の印象値を３次元空間座標とし、これら複数の３次元空間座標の位置
にそれぞれ楽曲を示す表示子を配置した３次元空間画像を生成するものが提案されている
。そして、かかる構成の楽曲検索装置では、３次元空間画像を所定の視点から見たように
２次元平面上に投影した２次元平面画像を生成し、当該生成した２次元平面画像を表示部
に表示することで、どのような印象の楽曲が選択可能であるかを直感的に認識させて、当
該２次元平面画像上で個々の点を楽曲として選択させることが考えられている。
【０００４】
　ただし、かかる構成の楽曲検索装置では、複数の楽曲それぞれの印象に応じて、３次元
空間画像内に複数の表示子を配置していることにより、その３次元空間画像をもとに生成
した２次元平面画像内で少なくとも２つの表示子が重なる場合がある。そして、かかる楽
曲検索装置では、２次元平面画像内で少なくとも２つの表示子が重なると、これら表示子
のうち３次元空間画像内では視点から見て奥側に位置する表示子を２次元平面画像上で提
示し得ないと共に、選択させることもできなくなる。
【０００５】
　このため、かかる楽曲検索装置では、例えばユーザの指示により３次元空間画像を見る
ための視点を変更し、その視点の変更に応じて２次元平面画像を生成し直して表示部に表
示することも考えられている。すなわち楽曲検索装置では、ある視点から３次元空間画像
を見たように生成した２次元平面画像内では重なっていた少なくとも２つの表示子が、他
の視点から当該３次元空間画像を見たように生成した２次元平面画像では重ならないため
、２次元平面画像を適宜切り替えて表示することで、何れの表示子もユーザに提示して選
択可能にすることが考えられている。
【０００６】
　ところが、かかる構成の楽曲検索装置では、ユーザにより３次元空間画像を見るための
視点を変更するように要求され、これに応じてユーザに提示する２次元平面画像を切り替
える毎に、当該３次元空間画像をもとに視点の異なる２次元平面画像を生成し直す煩雑な
処理が必要になる。このため、かかる構成の楽曲検索装置では、ユーザに対し、複数の楽
曲それぞれの印象を示す２次元平面画像を容易には提示し難いという問題があった。
【０００７】
　本発明は以上の点を考慮してなされたもので、複数のコンテンツそれぞれの印象を示す
２次元平面画像を容易に提示し得る表示装置、表示プログラム、表示方法、画像提供装置
、画像提供プログラム、画像提供方法及び記録媒体を提案しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　かかる課題を解決するため本発明においては、記録部に対し、コンテンツ毎の印象を表
すための３種類の項目それぞれを数値化して得られる第１乃至第３の印象項目値を３次元
空間座標として、これら複数の３次元空間座標にそれぞれコンテンツを示すコンテンツ表
示子が配置された３次元空間画像をそれぞれ異なる視点から見たように生成された複数の
２次元平面画像を記録しておき、表示制御部により、記録部から２次元平面画像を読み出
し、当該読み出した２次元平面画像を表示部に表示している状態で、指示部を介して３次
元空間画像を見るための視点を変更するように指示されると、変更後の視点から３次元空
間画像を見たように生成された２次元平面画像を記録部から読み出し、当該読み出した２
次元平面画像を表示部に表示するようにした。
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【０００９】
　従って本発明では、３次元空間画像をそれぞれ異なる視点から見たように生成された複
数の２次元平面画像を予め用意しておき、当該３次元空間画像を見るための視点を変更す
るように指示されると、予め用意している複数の２次元平面画像の中から当該指示された
変更後の視点に対応する２次元平面画像を選択して表示部に表示することで、当該表示部
に対し、３次元空間画像を異なる視点から見たように生成された２次元平面画像を切り替
えて表示するときの処理負荷を大幅に低減させることができる。
【００１０】
　また本発明においては、記録部に対し、コンテンツ毎の印象を表すための３種類の項目
それぞれを数値化して得られる第１乃至第３の印象項目値を３次元空間座標として、複数
の当該３次元空間座標にそれぞれコンテンツを示すコンテンツ表示子が配置された３次元
空間画像をそれぞれ異なる視点から見たように生成された複数の２次元平面画像を記録し
ておき、送信制御部により、記録部から複数の２次元平面画像のうち３次元空間画像を所
定の視点から見たように生成された２次元平面画像を読み出し、当該読み出した２次元平
面画像を送信部から外部装置に送信し、受信部で当該２次元平面画像を表示している外部
装置から送信された、３次元空間画像を見るための視点を変更するように要求する要求情
報が受信されると、当該受信された要求情報の示す変更後の視点から３次元空間画像を見
たように生成された２次元平面画像を記録部から読み出し、当該読み出した２次元平面画
像を送信部から外部装置に送信するようにした。
【００１１】
　従って本発明では、３次元空間画像をそれぞれ異なる視点から見たように生成された複
数の２次元平面画像を予め用意しておき、２次元平面画像を表示している外部装置から３
次元空間画像を見るための視点を変更するように指示されると、予め用意している複数の
２次元平面画像の中から当該指示された変更後の視点に対応する２次元平面画像を選択し
て外部装置に送信することで、当該外部装置に対し、３次元空間画像を異なる視点から見
たように生成された２次元平面画像を切り替えて送信するときの処理負荷を大幅に低減さ
せることができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、記録部に対し、コンテンツ毎の印象を表すための３種類の項目それぞ
れを数値化して得られる第１乃至第３の印象項目値を３次元空間座標として、これら複数
の３次元空間座標にそれぞれコンテンツを示すコンテンツ表示子が配置された３次元空間
画像をそれぞれ異なる視点から見たように生成された複数の２次元平面画像を記録してお
き、表示制御部により、記録部から２次元平面画像を読み出し、当該読み出した２次元平
面画像を表示部に表示している状態で、指示部を介して３次元空間画像を見るための視点
を変更するように指示されると、変更後の視点から３次元空間画像を見たように生成され
た２次元平面画像を記録部から読み出し、当該読み出した２次元平面画像を表示部に表示
するようにしたことにより、表示部に対し、３次元空間画像を異なる視点から見たように
生成された２次元平面画像を切り替えて表示するときの処理負荷を大幅に低減させること
ができ、かくして複数のコンテンツそれぞれの印象を示す２次元平面画像を容易に提示し
得る表示装置、表示プログラム、表示方法及び記録媒体を実現することができる。
【００１３】
　また本発明によれば、記録部に対し、コンテンツ毎の印象を表すための３種類の項目そ
れぞれを数値化して得られる第１乃至第３の印象項目値を３次元空間座標として、複数の
当該３次元空間座標にそれぞれコンテンツを示すコンテンツ表示子が配置された３次元空
間画像をそれぞれ異なる視点から見たように生成された複数の２次元平面画像を記録して
おき、送信制御部により、記録部から複数の２次元平面画像のうち３次元空間画像を所定
の視点から見たように生成された２次元平面画像を読み出し、当該読み出した２次元平面
画像を送信部から外部装置に送信し、受信部で当該２次元平面画像を表示している外部装
置から送信された、３次元空間画像を見るための視点を変更するように要求する要求情報
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が受信されると、当該受信された要求情報の示す変更後の視点から３次元空間画像を見た
ように生成された２次元平面画像を記録部から読み出し、当該読み出した２次元平面画像
を送信部から外部装置に送信するようにしたことにより、外部装置に対し、３次元空間画
像を異なる視点から見たように生成された２次元平面画像を切り替えて送信するときの処
理負荷を大幅に低減させることができ、かくして複数のコンテンツそれぞれの印象を示す
２次元平面画像を容易に提示し得る画像提供装置、画像提供プログラム、画像提供方法及
び記録媒体を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下図面について、本発明の一実施の形態を詳述する。
【００１５】
（１）概要
（１－１）表示装置の概要
　図１において、１は全体として本発明による表示装置の構成の概要を示す。かかる表示
装置１において記録部２は、コンテンツ毎の印象を表すための３種類の項目それぞれを数
値化して得られる第１乃至第３の印象項目値を３次元空間座標として、複数の当該３次元
空間座標にそれぞれコンテンツを示すコンテンツ表示子が配置された３次元空間画像をそ
れぞれ異なる視点から見たように生成された複数の２次元平面画像を記録している。また
表示装置１において表示部３は、記録部２に記録された２次元平面画像を表示する。さら
に表示装置１において指示部４は、３次元空間画像を見るための視点を変更するように指
示するために用いられる。そして表示装置１において表示制御部５は、３次元空間画像を
所定の視点から見たように生成された２次元平面画像を記録部２から読み出し、当該読み
出した２次元平面画像を表示部３に表示している状態で、指示部４を介して当該視点を変
更するように指示されると、変更後の視点から３次元空間画像を見たように生成された２
次元平面画像を記録部２から読み出し、当該読み出した２次元平面画像を表示部３に表示
するように制御する。
【００１６】
　かかる構成により表示装置１は、３次元空間画像をそれぞれ異なる視点から見たように
生成された複数の２次元平面画像を予め用意しておき、当該３次元空間画像を見るための
視点を変更するように指示されると、予め用意している複数の２次元平面画像の中から当
該指示された変更後の視点に対応する２次元平面画像を選択して表示部３に表示すること
で、当該表示部３に対し、３次元空間画像を異なる視点から見たように生成された２次元
平面画像を切り替えて表示するときの処理負荷を大幅に低減させることができる。よって
表示装置１は、複数のコンテンツそれぞれの印象を示す２次元平面画像を容易に提示する
ことができる。
【００１７】
（１－２）画像提供装置の概要
　図２において、１０は本発明による画像提供装置の構成の概要を示す。かかる画像提供
装置１０において記録部１１は、コンテンツ毎の印象を表すための３種類の項目それぞれ
を数値化して得られる第１乃至第３の印象項目値を３次元空間座標として、複数の当該３
次元空間座標にそれぞれコンテンツを示すコンテンツ表示子が配置された３次元空間画像
をそれぞれ異なる視点から見たように生成された複数の２次元平面画像を記録している。
また画像提供装置１０において送信部１２は、２次元平面画像を表示する外部装置１３に
対し、記録部１１に記録された２次元平面画像を送信する。さらに画像提供装置１０にお
いて受信部１４は、外部装置１３から送信された、３次元空間画像を見るための視点を変
更するように要求する要求情報を受信する。そして画像提供装置１０において送信制御部
１５は、記録部１１から３次元空間画像を所定の視点から見たように生成された２次元平
面画像を読み出し、当該読み出した２次元平面画像を送信部１２から外部装置１３に送信
するように制御すると共に、受信部１４により、２次元平面画像を表示している外部装置
１３から送信された要求情報が受信されると、当該受信部１４により受信された要求情報
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の示す変更後の視点から３次元空間画像を見たように生成された２次元平面画像を記録部
１１から読み出し、当該読み出した２次元平面画像を送信部１２から外部装置１３に送信
するように制御する。
【００１８】
　かかる構成により画像提供装置１０は、３次元空間画像をそれぞれ異なる視点から見た
ように生成された複数の２次元平面画像を予め用意しておき、２次元平面画像を表示して
いる外部装置１３から３次元空間画像を見るための視点を変更するように指示されると、
予め用意している複数の２次元平面画像の中から当該指示された変更後の視点に対応する
２次元平面画像を選択して外部装置１３に送信することで、当該外部装置１３に対し、３
次元空間画像を異なる視点から見たように生成された２次元平面画像を切り替えて送信す
るときの処理負荷を大幅に低減させることができる。よって画像提供装置１０は、複数の
コンテンツそれぞれの印象を示す２次元平面画像を容易に提示することができる。
【００１９】
（２）実施の形態による音楽選択システムの構成
　図３において、２０は全体として本実施の形態による音楽選択システムを示し、本発明
の表示装置を適用したパーソナルコンピュータ構成のデータ記録再生装置２１と、本発明
の画像提供装置を適用したサーバ構成の音楽提供装置２２とを有している。かかる音楽選
択システム２０では、ユーザの使用するデータ記録再生装置２１がインターネット等のネ
ットワーク２３を介して音楽提供装置２２と通信し得るようになされている。
【００２０】
　この場合、データ記録再生装置２１は、例えばＣＤ（Compact Disc）から読み出した音
楽データや音楽提供装置２２から取得した音楽データを記録保持し得るようになされてい
る。そしてデータ記録再生装置２１は、記録保持している複数の音楽データの中からユー
ザに所望の音楽データを選択させ、当該選択された音楽データを再生して音楽を聴かせる
ようになされている。また音楽提供装置２２は、多数の音楽データを保持している。そし
て音楽提供装置２２は、多数の音楽データの中からユーザにデータ記録再生装置２１を介
して所望の音楽データを選択させ、当該選択された音楽データをデータ記録再生装置２１
に提供し得るようになされている。
【００２１】
　次いで図４を用いて、データ記録再生装置２１の機能回路ブロックによる詳細なハード
ウェア構成を説明する。データ記録再生装置２１において中央処理ユニット（CPU:Centra
l Processing Unit ）３０は、キーボードやマウス等でなる入力部３１に対するユーザ操
作に応じて種々の命令が入力されると、ＲＯＭ（Read Only Memory）３２又はハードディ
スクドライブ３３に予め記録されている基本プログラムやアプリケーションプログラム、
表示プログラム等の各種プログラムを読み出してＲＡＭ（Random Access Memory）３４に
展開する。そして中央処理ユニット３０は、これら各種プログラムに従い装置全体を統括
制御すると共に、所定の演算処理や、入力部３１を介して入力される種々の命令に応じた
各種処理を実行する。
【００２２】
　これにより中央処理ユニット３０は、ＣＤドライブ３５にＣＤが装填された状態でユー
ザにより入力部３１を介して音楽データの録音命令が入力されると、当該ＣＤドライブ３
５によりＣＤから音楽データを読み出すと共に、当該読み出した音楽データをハードディ
スクドライブ３３に送出して記録する。ところでＣＤは、データ記録面に音楽データ記録
領域と、管理データ記録領域とが設けられている。そしてＣＤの音楽データ記録領域には
、複数の音楽データが記録されている。またＣＤの管理データ記録領域には、音楽データ
記録領域に記録されている複数の音楽データを管理するための、個々の音楽データに対す
る再生時間や、再生の順番、その音楽データ記録領域における再生開始位置等のＴＯＣ（
Table Of Contents ）と呼ばれる管理データが記録されている。
【００２３】
　このため中央処理ユニット３０は、ＣＤドライブ３５によりＣＤの音楽データ記録領域
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から音楽データを読み出すとき、当該ＣＤの管理データ記録領域から管理データも読み出
す。そして中央処理ユニット３０は、かかる管理データに基づきＣＤ固有の管理情報を生
成し、当該生成した管理情報をネットワークインタフェース３６からネットワーク２３上
のディスク情報提供サーバ（図示せず）に送信する。その結果、中央処理ユニット３０は
、ディスク情報提供サーバから、ＣＤに記録されている複数の音楽データそれぞれに関連
する音楽関連情報等がまとめられてディスク情報として返信されると、これをネットワー
クインタフェース３６で受信して取り込む。これにより中央処理ユニット３０は、ディス
ク情報をハードディスクドライブ３３に送出し、ＣＤから録音した音楽データに対応付け
て記録する。
【００２４】
　因みに音楽関連情報は、対応する音楽データに基づく音楽のタイトル（以下、これを音
楽タイトルと呼ぶ）やアーティスト名、かかる音楽の属するジャンルの名称（以下、これ
をジャンル名と呼ぶ）、当該音楽が収録されたアルバムのタイトル（以下、これをアルバ
ムタイトルと呼ぶ）等の種々の情報を含んでいる。またディスク情報は、これら音楽デー
タ毎の音楽関連情報と共に、例えば音楽が収録されたアルバムのジャケット写真の画像デ
ータ（以下、これをジャケット写真画像データと呼ぶ）等を含んでいる。
【００２５】
　また中央処理ユニット３０は、ユーザにより入力部３１を介して所望の音楽データの取
得命令が入力されると、その音楽データを取得要求する取得要求情報をネットワークイン
タフェース３６からネットワーク２３を介して音楽提供装置２２に送信する。その結果、
中央処理ユニット３０は、音楽提供装置２２から取得要求した音楽データがネットワーク
２３を介して送信されると、かかる音楽データをネットワークインタフェース３６で受信
して取り込み、ハードディスクドライブ３３に送出して記録する。
【００２６】
　ところで音楽提供装置２２は、多数の音楽データそれぞれに関連する音楽関連情報やジ
ャケット写真画像データを当該音楽データに対応付けて記録している。そして音楽提供装
置２２は、データ記録再生装置２１から音楽データが取得要求されたとき、その音楽デー
タと共に、対応する音楽関連情報やジャケット写真画像データを音楽関連データとして配
信している。従って中央処理ユニット３０は、音楽提供装置２２による音楽データの配信
を利用した場合、当該音楽提供装置２２から音楽データと共に送信される音楽関連データ
もネットワークインタフェース３６で受信して取り込む。これにより中央処理ユニット３
０は、音楽関連データをハードディスクドライブ３３に送出し、音楽提供装置２２から取
得した音楽データに対応付けて記録する。このようにして中央処理ユニット３０は、ＣＤ
や、ネットワーク２３上の音楽提供装置２２を利用して複数の音楽データを取得し保持し
得るようになされている。
【００２７】
　そして中央処理ユニット３０は、ユーザにより入力部３１を介して、ハードディスクド
ライブ３３に記録している音楽データの再生命令が入力されると、かかるハードディスク
ドライブ３３から音楽データを読み出し、当該読み出した音楽データを再生処理部３７に
送出する。再生処理部３７は、中央処理ユニット３０から与えられた音楽データに対して
デコード処理等の再生処理を施し、その結果得られた音楽信号をスピーカ３８に送出する
。これにより中央処理ユニット３０は、スピーカ３８から音楽信号に基づく音楽を出力さ
せてユーザに聴かせることができる。
【００２８】
　さらに中央処理ユニット３０は、このように音楽データの録音処理や取得処理、再生処
理等を実行したとき、当該実行した処理に応じた表示用データを生成して液晶ディスプレ
イ等でなる表示部３９に送出する。これにより中央処理ユニット３０は、表示部３９に対
し表示用データに基づく表示画面を表示して、ユーザに音楽データの録音処理や取得処理
、再生処理等に関する種々の情報を視認させ得るようになされている。
【００２９】
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　かかる構成に加えて、このデータ記録再生装置２１の場合、中央処理ユニット３０は、
ハードディスクドライブ３３に対し音楽データを記録した際、かかる音楽データを周波数
解析等によって分析する。そして中央処理ユニット３０は、その分析結果に基づき、音楽
データに基づく音楽の印象を表すための例えば速さ、音色及び年代のような３種類の項目
それぞれを数値化して第１乃至第３の印象項目値を得る。このようにして中央処理ユニッ
ト３０は、ハードディスクドライブ３３に記録した全ての音楽データそれぞれについて第
１乃至第３の印象項目値を得ている。
【００３０】
　因みに図５に示すように、音楽の印象を表すための３種類の項目のうち速さについては
、音楽が遅い感じから速い感じまでの間でどのような感じであるかを表すものである。そ
して速さを数値化して得られる第１の印象項目値は、値が小さいほど遅い感じの強い音楽
であることを示し、これとは逆に値が大きいほど速い感じの強い音楽であることを示して
いる。
【００３１】
　また３種類の項目のうち音色については、音楽がアナログ的な感じからデジタル的な感
じまでの間でどのような感じであるかを表すものである。そして音色を数値化して得られ
る第２の印象項目値は、値が小さいほどアナログ的な感じの強い音楽であることを示し、
これとは逆に値が大きいほどデジタル的な感じの強い音楽であることを示している。
【００３２】
　さらに３種類の項目のうち年代については、音楽が古い感じから新しい感じまでの間で
どのような感じであるかを表すものである。そして年代を数値化して得られる第３の印象
項目値は、値が小さいほど古い感じの強い音楽であることを示し、これとは逆に値が大き
いほど新しい感じの強い音楽であることを示している。
【００３３】
　また中央処理ユニット３０は、音楽データ毎の第１乃至第３の印象項目値を得ると、当
該第１乃至第３の印象項目値と、対応する音楽関連情報とを用いて図６に示すような音楽
データ毎の音楽分析情報４２を生成する。かかる音楽データ毎の音楽分析情報４２は、当
該音楽データを個別に識別可能な音楽識別情報ＳＳ、アルバムタイトルＡＬ、アーティス
ト名ＡＴ、第１の印象項目値ＳＰ、第２の印象項目値ＥＬ及び第３の印象項目値ＮＥを含
んで構成されている。因みに音楽分析情報４２の音楽識別情報ＳＳは、対応する音楽デー
タの記録場所を示すパスや音楽関連情報に含まれる音楽データ固有のユニークなＩＤ（ID
entification）等である。そして中央処理ユニット３０は、このような音楽分析情報４２
を生成すると、当該生成した音楽分析情報４２をハードディスクドライブ３３に送出して
記録する。
【００３４】
　ところで中央処理ユニット３０は、電源オン状態で上述した録音処理や取得処理を実行
することで、ハードディスクドライブ３３に対し１又は複数の音楽データと共に、対応す
る１又は複数の音楽分析情報４２を記録している。そして中央処理ユニット３０は、ユー
ザにより入力部３１を介して電源オフ命令が入力されると、これに応じて電源オン状態か
ら、各回路ブロックの動作を停止させてスタンバイ状態に移行する。因みにスタンバイ状
態とは、各回路ブロックの動作を停止させ表示部３９や電源オンランプ等も消灯すること
で、装置本体の電源がオフしているように見える状態である。すなわち、スタンバイ状態
とは、ほとんどの回路ブロックの動作を停止させたことで装置本体の処理負荷が低くなっ
た状態でもある。
【００３５】
　中央処理ユニット３０は、電源オフ命令の入力に応じてスタンバイ状態に移行すると、
音楽データを選択するための画像（以下、これを音楽選択画像と呼ぶ）を生成する画像生
成処理を開始する。中央処理ユニット３０は、画像生成処理を開始すると、ハードディス
クドライブ３３からこれに記録している全ての音楽分析情報４２を読み出す。そして図７
に示すように、中央処理ユニット３０は、個々の音楽分析情報４２に含まれる１組の第１
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、第２及び第３の印象項目値ＳＰ、ＥＬ及びＮＥをそのまま、互いに直交する３軸（すな
わち、Ｘ軸、Ｙ軸、Ｚ軸）及びこれらの交点（すなわち、原点）を基準とした３次元空間
座標とする。
【００３６】
　すなわち中央処理ユニット３０は、１組の第１、第２及び第３の印象項目値ＳＰ、ＥＬ
及びＮＥのうち例えば第１の印象項目値ＳＰをＸ座標とし、第２の印象項目値ＥＬをＹ座
標とし、第３の印象項目値ＮＥをＺ座標とする。そして中央処理ユニット３０は、複数の
音楽分析情報４２から得た複数の３次元空間座標にそれぞれ音楽を示す点状（又は星型）
の表示子（以下、これを音楽表示子と呼ぶ）ＳＩを配置した３次元空間画像ＴＤＩを生成
する。
【００３７】
　この場合、３次元空間画像ＴＤＩでは、第１、第２及び第３の印象項目値ＳＰ、ＥＬ及
びＮＥがそのままの３次元空間座標となるため、互いに直交する３軸のうちＸ軸が音楽の
印象を表す３種類の項目のうち速さに対応し、Ｙ軸が音色に対応し、Ｚ軸が年代に対応し
ている。従って３次元空間画像ＴＤＩに配置される音楽表示子ＳＩのＸ座標は、値が小さ
いほど遅い感じの強い音楽を示し、これとは逆に値が大きいほど速い感じの強い音楽を示
す。また３次元空間画像ＴＤＩに配置される音楽表示子ＳＩのＹ座標は、値が小さいほど
アナログ的な感じの強い音楽を示し、これとは逆に値が大きいほどデジタル的な感じの強
い音楽を示す。さらに３次元空間画像ＴＤＩに配置される音楽表示子ＳＩのＺ座標は、値
が小さいほど古い感じの強い音楽を示し、これとは逆に値が大きいほど新しい感じの強い
音楽を示す。
【００３８】
　このため３次元空間画像ＴＤＩでは、第１、第２及び第３の印象項目値ＳＰ、ＥＬ及び
ＮＥでなる３次元空間座標が、３種類の項目を網羅して音楽の印象を的確に表す音楽印象
値となる。そして３次元空間画像ＴＤＩは、第１、第２及び第３の印象項目値ＳＰ、ＥＬ
及びＮＥでなる３次元空間座標に音楽表示子ＳＩが配置されることで、当該音楽表示子Ｓ
Ｉの配置位置により、対応する音楽の印象を直感的に認識させ得るものとなっている。
【００３９】
　また３次元空間画像ＴＤＩでは、複数の３次元空間座標にそれぞれ音楽表示子ＳＩが配
置されるため、印象の似ている音楽を示す音楽表示子ＳＩ同士が近接して配置されること
になる。このため３次元空間画像ＴＤＩは、ハードディスクドライブ３３に記録されてい
る複数の音楽データが、どのような印象の傾向にあるかも直感的に認識させ得るものとな
っている。
【００４０】
　図８に示すように、中央処理ユニット３０は、このように３次元空間画像ＴＤＩを生成
すると、その３次元空間画像ＴＤＩをそれぞれ異なる視点から見たように２次元平面（す
なわち、視点から伸びる視線（図中に直線の矢印で示す）と垂直な２次元平面）上に投影
した複数の２次元平面画像でなる音楽選択画像に変換する。ところで中央処理ユニット３
０は、３次元空間画像ＴＤＩをそれぞれ異なる視点から見たような複数の音楽選択画像に
変換する場合、その視点毎に当該視点からの３次元空間画像ＴＤＩ内における複数の音楽
表示子ＳＩそれぞれの配置位置（すなわち、視点からの距離）に応じて、これら複数の音
楽表示子ＳＩの遠近を表現するように当該音楽表示子ＳＩの表示状態を設定している。
【００４１】
　この場合、図９（Ａ）乃至（Ｄ）に示すように、音楽表示子ＳＩの遠近を表現する遠近
表現手法としては、音楽表示子ＳＩの大きさを、視点から離れるほど徐々に大きくする遠
近表現手法（図９（Ａ））や、これとは逆に音楽表示子ＳＩの大きさを、視点から離れる
ほど徐々に小さくする遠近表現手法がある。また遠近表現手法としては、音楽表示子ＳＩ
の大きさを、視点から離れるほど段階的に大きくする遠近表現手法（図９（Ｂ））や、こ
れとは逆に音楽表示子ＳＩの大きさを、視点から離れるほど段階的に小さくする遠近表現
手法もある。
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【００４２】
　さらに遠近表現手法としては、音楽表示子ＳＩの透過率を、視点から離れるほど徐々に
低くする（すなわち、音楽表示子ＳＩの輪郭は不透明に描き、中央部を透明に（後側が見
えるように）して、視点から離れるほど中央部を不透明にする）遠近表現手法（図９（Ｃ
））や、音楽表示子ＳＩの透過率を、視点から離れるほど段階的に低くする遠近表現手法
もある。さらに遠近表現手法としては、音楽表示子ＳＩの形状を、視点から離れるほど徐
々に変形させる遠近表現手法（図９（Ｄ））や、音楽表示子ＳＩの形状を、視点から離れ
るほど段階的に変形させる遠近表現手法もある。さらに遠近表現手法としては、音楽表示
子ＳＩの色を、視点から離れるほど徐々に（又は段階的に）変化させる遠近表現手法等も
ある。
【００４３】
　そして中央処理ユニット３０は、このような複数の遠近表現手法の中から予めユーザに
１つの遠近表現手法を任意に選定させている。従って例えば図１０に示すように、中央処
理ユニット３０は、３次元空間画像ＴＤＩを生成したとき、ユーザにより選定されていた
遠近表現手法に従い複数の音楽表示子ＳＩの遠近を表現するように当該音楽表示子ＳＩの
表示状態を設定して音楽選択画像ＳＤＩを生成している。
【００４４】
　また中央処理ユニット３０は、３次元空間画像ＴＤＩを生成したとき、それぞれの視点
から当該３次元空間画像ＴＤＩの基準となる３軸も見たように２次元平面上に投影して２
次元平面画像でなる投影軸画像ＡＸを生成する。そして中央処理ユニット３０は、投影軸
画像ＡＸを、当該投影軸画像ＡＸを生成したときに用いた視点と同じ視点で生成した音楽
選択画像ＳＤＩに重ねている。
【００４５】
　ここで投影軸画像ＡＸには、音楽の印象通知用としてＸ軸の先端部分に、当該Ｘ軸に沿
って原点から離れるほど速い感じの強い音楽の音楽表示子ＳＩが位置することを表す「ｆ
ａｓｔ」という文字が配置されている。また投影軸画像ＡＸには、Ｙ軸の先端部分に、当
該Ｙ軸に沿って原点から離れるほどデジタル的な感じの強い音楽の音楽表示子ＳＩが位置
することを表す「ｅｌｅｃ」という文字が配置されている。さらに投影軸画像ＡＸには、
Ｚ軸の先端部分に、当該Ｚ軸に沿って原点から離れるほど新しい感じの強い音楽の音楽表
示子ＳＩが位置することを表す「ｎｅｗｌｙ」という文字が配置されている。
【００４６】
　従って音楽選択画像ＳＤＩは、投影軸画像ＡＸ（すなわち、３軸及び文字）と、複数の
音楽表示子ＳＩの遠近の表現とにより、複数の音楽表示子ＳＩに対応する音楽がどのよう
な印象であるかを直感的に認識させ得るようになされている。すなわち、音楽選択画像Ｓ
ＤＩでは、投影軸画像ＡＸが示すＸ軸に沿って原点に近いほど遅い感じの強い音楽を示す
音楽表示子ＳＩが位置し、これとは逆にＸ軸に沿って原点から離れるほど速い感じの強い
音楽を示す音楽表示子ＳＩが位置することを想起させ得るようになされている。
【００４７】
　また音楽選択画像ＳＤＩでは、投影軸画像ＡＸが示すＹ軸に沿って原点に近いほどアナ
ログ的な感じの強い音楽を示す音楽表示子ＳＩが位置し、これとは逆にＹ軸に沿って原点
から離れるほどデジタル的な感じの強い音楽を示す音楽表示子ＳＩが位置することを想起
させ得るようになされている。さらに音楽選択画像ＳＤＩでは、投影軸画像ＡＸが示すＺ
軸に沿って原点に近いほど古い感じの強い音楽を示す音楽表示子ＳＩが位置し、これとは
逆にＺ軸に沿って原点から離れるほど新しい感じの強い音楽を示す音楽表示子ＳＩが位置
することを想起させ得るようになされている。
【００４８】
　そして中央処理ユニット３０は、投影軸画像ＡＸを重ねた複数の音楽選択画像ＳＤＩを
それぞれ音楽選択画像データとしてハードディスクドライブ３３に送出し記録する。
【００４９】
　ところで３次元空間画像ＴＤＩにおいて原点からＸ軸の伸びる側を右側とし、当該原点
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からＹ軸の伸びる側を上側とし、さらに原点からＺ軸の伸びる側を前側とすると、例えば
３次元空間画像ＴＤＩを音楽選択画像ＳＤＩに変換するときの視点としては、前側、後側
、右側、左側、上側（真上）、下側（真下）からそれぞれ３次元空間画像ＴＤＩを見るよ
うな位置に設定されたものがある。また３次元空間画像ＴＤＩを音楽選択画像ＳＤＩに変
換するときの視点としては、右斜め前側、左斜め前側、右斜め後側、左斜め後側からそれ
ぞれ３次元空間画像ＴＤＩを見るような位置に設定されたものもある。
【００５０】
　さらに３次元空間画像ＴＤＩを音楽選択画像ＳＤＩに変換するときの視点としては、前
斜め上側、前斜め下側、後斜め上側、後斜め下側、右斜め上側、右斜め下側、左斜め上側
、左斜め下側からそれぞれ３次元空間画像ＴＤＩを見るような位置に設定されたものもあ
る。さらにまた３次元空間画像ＴＤＩを音楽選択画像ものに変換するときの視点としては
、右斜め前上側、右斜め前下側、左斜め前上側、左斜め前下側、右斜め後上側、右斜め後
下側、左斜め後上側、左斜め後下側からそれぞれ３次元空間画像ＴＤＩを見るような位置
に設定されたものもある。
【００５１】
　中央処理ユニット３０は、例えば複数の視点のうち、Ｚ軸と平行で、かつ３次元空間画
像ＴＤＩの中心を通る仮想直線上に位置する（例えば、前側に位置する）１つの視点を基
準視点としている。そして中央処理ユニット３０は、３次元空間画像ＴＤＩの３軸のうち
Ｘ軸及びＹ軸それぞれを中心にした基準視点の回転角度（この場合は、２種類の回転角度
を共に基準の０°とする）を、当該基準視点の配置位置を定義するための視点位置定義情
報として保持している。
【００５２】
　また中央処理ユニット３０は、基準視点のＸ軸及びＹ軸の回転角度を基準にして当該基
準視点以外の複数の視点それぞれのＸ軸及びＹ軸を中心にした回転角度（すなわち、個々
の視点が、基準視点を基準にしてＸ軸の回りとＹ軸の回りとをそれぞれ何度回転して配置
されているかを示す）も、これら複数の視点それぞれの配置位置を定義するための視点位
置定義情報として保持している。そして中央処理ユニット３０は、複数の音楽選択画像デ
ータをハードディスクドライブ３３に記録した場合、これら複数の音楽選択画像データそ
れぞれに、対応する視点位置定義情報を対応付けている。
【００５３】
　因みに複数の視点の配置位置については、すでに述べたように３軸のうちのＸ軸及びＹ
軸を中心にした回転角度で定義することができる。このため中央処理ユニット３０は、上
述した視点毎に、３次元空間画像ＴＤＩ内で個々の音楽表示子ＳＩが配置される３次元空
間座標を（ｘ，ｙ，ｚ）とすると共に、当該視点のＸ軸を中心とする回転角度をθ１とし
、かつＹ軸を中心とする回転角度をθ２とすると、２次元平面画像でなる音楽選択画像Ｓ
ＤＩ上の個々の音楽表示子ＳＩのＸ座標を、（１）式
【００５４】
　Ｘ＝ｘ×ｃｏｓ（θ２）－ｚ×ｓｉｎ（θ２）……（１）
【００５５】
により求める。また中央処理ユニット３０は、２次元平面画像でなる音楽選択画像ＳＤＩ
上の個々の音楽表示子ＳＩのＹ座標を、（２）式
【００５６】
　Ｙ＝（ｘ×ｓｉｎ（θ２）＋ｚ×ｃｏｓ（θ２））
　　　　　　　　　　　　　　　×ｓｉｎ（θ１）－ｙ×ｃｏｓ（θ１）……（２）
【００５７】
により求める。このようにして中央処理ユニット３０は、３次元空間画像ＴＤＩから異な
る視点を用いた複数の音楽選択画像ＳＤＩを生成している。
【００５８】
　中央処理ユニット３０は、このようにスタンバイ状態において複数の音楽選択画像ＳＤ
Ｉを生成し音楽選択画像データとしてハードディスクドライブ３３に記録し終わると、画
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像生成処理を終了する。これにより中央処理ユニット３０は、スタンバイ状態から電源オ
フ状態（すなわち、主電源を切った状態）に移行してデータ記録再生装置２１の動作を完
全に停止させる。ところで中央処理ユニット３０は、複数の音楽選択画像データをハード
ディスクドライブ３３に記録しても、この後、電源オン状態になり、さらにスタンバイ状
態に移行する毎に、当該電源オン状態の間、ハードディスクドライブ３３に対し新たに音
楽データを記録したか否かを判別する。
【００５９】
　その結果、中央処理ユニット３０は、電源オン状態の間にハードディスクドライブ３３
に新たな音楽データを記録していると、スタンバイ状態において、その新たな音楽データ
も用いて再び３次元空間画像ＴＤＩと共に複数の音楽選択画像ＳＤＩを生成する。そして
中央処理ユニット３０は、すでにハードディスクドライブ３３に記録している複数の音楽
選択画像データを、新たな複数の音楽選択画像データに更新する。
【００６０】
　また中央処理ユニット３０は、電源オン状態からスタンバイ状態に移行しなくても、電
源オン状態においてユーザにより入力部３１を介して画像生成処理の実行命令が入力され
ると、これに応じて上述と同様に画像生成処理を実行する。従って中央処理ユニット３０
は、ハードディスクドライブ３３に対し新たに音楽データを記録した場合、電源オン状態
からスタンバイ状態に移行することを待たなくても、ユーザにより指示された任意のタイ
ミングで画像生成処理を開始して、複数の音楽選択画像データを更新することができる。
【００６１】
　中央処理ユニット３０は、ハードディスクドライブ３３に複数の音楽選択画像データを
記録している状態で、ユーザにより入力部３１を介して音楽選択要求が入力されると、ハ
ードディスクドライブ３３から例えば基準視点を用いて生成した音楽選択画像データを読
み出す。また中央処理ユニット３０は、ハードディスクドライブ３３から、これに予め記
録している音楽検索画面データを読み出す。そして中央処理ユニット３０は、音楽検索画
面データに音楽選択画像データを合成し、当該音楽選択画像データを合成した音楽検索画
面データを表示部３９に送出する。これにより中央処理ユニット３０は、表示部３９に対
し音楽検索画面データに基づく図１１に示すような音楽検索画面４５を表示する。
【００６２】
　この場合、音楽検索画面４５は、音楽選択領域４６と操作領域４７とを有しており、当
該音楽選択領域４６には音楽選択画像ＳＤＩ及びこれに重ねられている投影軸画像ＡＸが
表示されている。また音楽選択領域４６には、音楽選択画像ＳＤＩに重ねて、音楽表示子
ＳＩ等を指示するための指示子（以下、これをカーソルと呼ぶ）Ｃｕ１も表示されている
。
【００６３】
　一方、音楽検索画面４５の操作領域４７には、音楽選択画像ＳＤＩ上で音楽表示子ＳＩ
として選択された音楽データの再生を制御するための再生開始ボタン４８、曲戻しボタン
４９、曲送りボタン５０、音楽データの再生時間軸に沿った再生位置を通知するための再
生位置通知部５１が設けられている。また操作領域４７には、再生中の音楽データに対応
する音楽関連情報の少なくとも一部（例えば、音楽タイトル、アルバムタイトル及びアー
ティスト名）を表示して、当該再生中の音楽データに基づく音楽が何であるかを通知する
ための再生音楽通知部５２も設けられている。
【００６４】
　さらに操作領域４７には、音楽を検索する際の検索条件（例えば、アーティスト名やア
ルバムタイトル、ジャンル名等）を入力するための検索条件入力部５３も設けられている
。さらにまた操作領域４７には、複数の音楽データの再生順序を規定する再生リスト（以
下、これをプレイリストと呼ぶ）を作成するためのリスト作成ボタン５４も設けられてい
る。
【００６５】
　中央処理ユニット３０は、表示部３９に音楽検索画面４５を表示した場合、例えばキー
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ボードに設けられた上下左右の４方向を示す矢印キーを、３次元空間画像ＴＤＩを見るた
めの視点を変更するように指示させ、かつ変更後の視点を選択させるために用いている。
例えば、中央処理ユニット３０は、音楽検索画面４５内に基準視点（すなわち、前側の視
点）から３次元空間画像ＴＤＩを見たように生成した音楽選択画像ＳＤＩを表示している
状態で、ユーザにより上方向を示す矢印キーが１度押下操作され視点の変更が指示される
と、このとき押下操作された矢印キーの示す上方向に応じて、基準視点から上回り方向（
すなわち、図８に示す３次元空間画像ＴＤＩの周囲を上側から下側へ回る方向）で１つ隣
りに位置する前斜め上側の視点を変更後の視点として選択させることができる。
【００６６】
　また中央処理ユニット３０は、例えば同一の状態においてユーザにより下方向を示す矢
印キーが１度押下操作され視点の変更が指示されると、このとき押下操作された矢印キー
の示す下方向に応じて、基準視点から下回り方向（すなわち、図８に示す３次元空間画像
ＴＤＩの周囲を下側から上側へ回る方向）で１つ隣りに位置する前斜め下側の視点を変更
後の視点として選択させることができる。さらに中央処理ユニット３０は、例えば同一の
状態においてユーザにより右方向を示す矢印キーが１度押下操作され視点の変更が指示さ
れると、このとき押下操作された矢印キーの示す右方向に応じて、基準視点から右回り方
向（すなわち、図８に示す３次元空間画像ＴＤＩの周囲を右側から左側へ回る方向）で１
つ隣りに位置する右斜め前側の視点を変更後の視点として選択させることができる。
【００６７】
　さらにまた中央処理ユニット３０は、例えば同一の状態においてユーザにより左方向を
示す矢印キーが１度押下操作され視点の変更が指示されると、このとき押下操作された矢
印キーの示す左方向に応じて、基準視点から左回り方向（すなわち、図８に示す３次元空
間画像ＴＤＩの周囲を左側から右側へ回る方向）で１つ隣りに位置する左斜め前側の視点
を変更後の視点として選択させることができる。このようにして中央処理ユニット３０は
、ユーザに対し、矢印キーの押下操作により現在の視点から順次１つ隣りの視点に移るよ
うに３次元空間画像ＴＤＩを見るための視点を適宜選択させ得るようになされている。
【００６８】
　実際に中央処理ユニット３０は、表示部３９に音楽検索画面４５を表示した状態で、ユ
ーザにより入力部３１（すなわち、キーボード）を介して３次元空間画像ＴＤＩを見るた
めの視点を変更するように指示する視点変更指示命令が入力されると、そのとき音楽検索
画面４５内に表示している音楽選択画像ＳＤＩに対応する視点位置定義情報と、ユーザに
より押下操作された矢印キーとに基づき、当該ユーザにより選択された変更後の視点の視
点位置定義情報を検出する。また中央処理ユニット３０は、ハードディスクドライブ３３
から、変更後の視点の視点位置定義情報に対応する音楽選択画像データ（すなわち、ユー
ザにより選択された視点から３次元空間画像ＴＤＩを見たように生成していた音楽選択画
像ＳＤＩの音楽選択画像データ）を読み出す。
【００６９】
　そして中央処理ユニット３０は、音楽検索画面データに対し、変更後の視点に対応する
音楽選択画像データを合成し、当該音楽選択画像データを合成した音楽検索画面データを
表示部３９に送出する。これにより中央処理ユニット３０は、表示部３９に対し音楽検索
画面データに基づく図１２に示すような音楽検索画面４５を表示する。このようにして中
央処理ユニット３０は、音楽検索画面４５の音楽選択領域４６に表示する音楽選択画像Ｓ
ＤＩを、ユーザにより選択された視点から３次元空間画像ＴＤＩを見たように生成してい
た音楽選択画像ＳＤＩに変更する。
【００７０】
　従って中央処理ユニット３０は、３次元空間画像ＴＤＩを何れかの視点から見たときに
奥側の音楽表示子ＳＩが手前側の複数の音楽表示子ＳＩの陰に隠れてしまい、その視点を
用いて生成した音楽選択画像ＳＤＩにおいて当該奥側の音楽表示子ＳＩを表示し得なくて
も、音楽検索画面４５の音楽選択領域４６内に、異なる視点を用いて生成した音楽選択画
像ＳＤＩを適宜切り替えて表示することで、何れの音楽表示子ＳＩもユーザに見せること
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ができる。これに加えて中央処理ユニット３０は、音楽検索画面４５の音楽選択領域４６
内に表示する音楽選択画像ＳＤＩを切り替えても、当該音楽選択画像ＳＤＩに投影軸画像
ＡＸを重ねていることにより、個々の音楽表示子ＳＩの示す音楽がどのような印象である
かを容易に認識させることもできる。
【００７１】
　ところで中央処理ユニット３０は、表示部３９に音楽検索画面４５を表示した場合、ユ
ーザにより入力部３１（例えば、マウス）を介してカーソルＣｕ１の移動命令が入力され
ると、これに応じて音楽選択領域４６上（すなわち、音楽選択画像ＳＤＩ上）及び操作領
域４７上でカーソルＣｕ１を任意に移動させることができる。また中央処理ユニット３０
は、例えば音楽選択画像ＳＤＩにカーソルＣｕ１を重ねた状態で、ユーザによりマウスの
左ボタンが２度連続的に押下操作されると（すなわち、ダブルクリックと呼ばれる選択操
作が行われると）、このとき音楽選択画像ＳＤＩ上でカーソルＣｕ１の先端が指示してい
る一点の位置を選択位置として任意に選択させるようにしている。
【００７２】
　そして中央処理ユニット３０は、ユーザによりマウスを介して音楽選択画像ＳＤＩ上で
任意に選択位置が選択されると、当該選択された選択位置の２次元平面座標を検出する。
この場合、図１３に示すように、中央処理ユニット３０は、音楽検索画面４５の音楽選択
領域４６に表示していた音楽選択画像ＳＤＩ内で、ユーザにより選択された選択位置（す
なわち、２次元平面座標）を中心にした所定部分（音楽選択画像ＳＤＩのサイズよりも小
さいサイズの所定部分）を拡大対象部分ＳＤＡとして検出する。
【００７３】
　また中央処理ユニット３０は、拡大対象部分ＳＤＡ内で選択位置の２次元平面座標と、
複数の音楽表示子ＳＩの２次元平面座標とに基づき、当該選択位置に最も近い位置（すな
わち、距離）の音楽表示子ＳＩを検出する。そして中央処理ユニット３０は、その検出し
た音楽表示子ＳＩを、音楽選択画像ＳＤＩ上でユーザにより音楽に対する好みの印象に応
じて選択位置として任意に選択された音楽（以下、これを選択音楽と呼ぶ）を示す選択音
楽表示子ＳＩ１とする。さらに中央処理ユニット３０は、拡大対象部分ＳＤＡ内で検出し
た選択音楽表示子ＳＩ１の２次元平面座標を、上述した（１）式及び（２）式とは可逆な
演算により３次元空間画像ＴＤＩ内の３次元空間座標に戻す。
【００７４】
　さらにまた中央処理ユニット３０は、３次元空間画像ＴＤＩ内で、選択音楽表示子ＳＩ
１の３次元空間座標を中心とする音楽検索用の所定の３次元空間領域（この場合、かかる
３次元空間領域は３次元空間画像ＴＤＩよりも格段的に小さい領域であり、以下、これを
音楽検索領域と呼ぶ）ＭＲＡを検出する。そして中央処理ユニット３０は、音楽分析情報
４２に含まれる３次元空間座標に基づき、選択音楽表示子ＳＩ１以外で音楽検索領域ＭＲ
Ａ内に配置している全ての音楽表示子ＳＩを検出する。
【００７５】
　これにより図１４に示すように、中央処理ユニット３０は、音楽検索領域ＭＲＡ内の選
択音楽表示子ＳＩ１の３次元空間座標と他の音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩｎの３次元空間座
標との空間距離をそれぞれ求めて比較する。その結果、中央処理ユニット３０は、音楽検
索領域ＭＲＡ内で選択音楽表示子ＳＩ１と最も近い位置の音楽表示子ＳＩ２から順に遠い
位置の音楽表示子ＳＩ３乃至ＳＩ１１へと予め選定された基準選択数（例えば、10個）の
音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１を選択する。そして中央処理ユニット３０は、その選択し
た複数の音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１を、それぞれユーザにより音楽に対する好みの印
象に応じて選択される可能性の著しく高い選択候補の音楽（以下、これを候補音楽と呼ぶ
）を示す候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１とする。
【００７６】
　そして図１５に示すように、中央処理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩの拡大対象
部分ＳＤＡ内において、選択音楽表示子ＳＩ１を他の複数の音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩｎ
とは異なる表示状態（例えば、異なる表示色）にする。また中央処理ユニット３０は、候



(19) JP 2008-146587 A 2008.6.26

10

20

30

40

50

補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１の３次元空間座標を、再び上述した（１）式及び（２）
式の演算により２次元平面座標に変換する。これにより中央処理ユニット３０は、拡大対
象部分ＳＤＡ内で、その２次元平面座標により複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１
を判別する。そして中央処理ユニット３０は、拡大対象部分ＳＤＡ内で複数の候補音楽表
示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１も、選択音楽表示子ＳＩ１、及び他の複数の音楽表示子ＳＩｎと
はそれぞれ異なる表示状態（例えば、異なる表示色）にする。
【００７７】
　この状態で図１６に示すように、中央処理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩから拡
大対象部分ＳＤＡを切り出す。また中央処理ユニット３０は、その切り出した拡大対象部
分ＳＤＡに対し所定の拡大率で拡大処理を施すことにより、元の音楽選択画像ＳＤＩと同
じサイズの音楽選択拡大画像ＳＤＷを生成する。さらに中央処理ユニット３０は、音楽検
索画面データに対し、その音楽選択拡大画像ＳＤＷのデータを合成して表示部３９に送出
する。
【００７８】
　これにより図１７に示すように、中央処理ユニット３０は、表示部３９に表示している
音楽検索画面４５において、音楽選択領域４６の中心位置と、音楽選択拡大画像ＳＤＷの
中心位置（すなわち、ユーザにより任意に選択された選択位置）とを合わせて当該音楽選
択領域４６内に音楽選択拡大画像ＳＤＷを表示する。その結果、中央処理ユニット３０は
、音楽選択拡大画像ＳＤＷ上で、ユーザにより選択された選択音楽表示子ＳＩ１と、その
選択により選択候補となった複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１とを、それぞれ他
とは異なる表示状態で的確に提示する。
【００７９】
　また中央処理ユニット３０は、このとき音楽検索画面４５において音楽選択拡大画像Ｓ
ＤＷ上にも対応する投影軸画像ＡＸを重ねて表示する。従って中央処理ユニット３０は、
かかる音楽選択拡大画像ＳＤＷにおいて投影軸画像ＡＸにより選択音楽表示子ＳＩ１及び
複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１が示す選択音楽及び複数の候補音楽がそれぞれ
どのような印象の音楽であるかも合わせて提示する。
【００８０】
　これに加えて中央処理ユニット３０は、このように選択音楽表示子ＳＩ１を検出すると
共に、複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１を選択すると、まず選択音楽表示子ＳＩ
１に対応する音楽データをハードディスクドライブ３３から読み出し再生処理部３７及び
スピーカ３８を順次介して再生する。また中央処理ユニット３０は、その再生に引き続き
、選択音楽表示子ＳＩ１と最も近い位置の候補音楽表示子ＳＩ２に対応する音楽データか
ら順次遠い位置の候補音楽表示子ＳＩ３乃至ＳＩ１１に対応する音楽データまでの順番で
、これら音楽データもハードディスクドライブ３３から読み出し再生処理部３７及びスピ
ーカ３８を順次介して再生する。これにより中央処理ユニット３０は、選択音楽表示子Ｓ
Ｉ１及び複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１に対応する選択音楽及び複数の候補音
楽を実際にユーザに聴かせて好みの印象に合った（又は近い）音楽であるかどうかを確認
させることができる。
【００８１】
　実際に中央処理ユニット３０は、このとき選択音楽表示子ＳＩ１及び複数の候補音楽表
示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１にそれぞれ対応する音楽データにおいて、選択音楽及び複数の候
補音楽の例えば「さび」と呼ばれる特徴部分に対応する部分（以下、これを特徴対応部分
と呼ぶ）のみを順番に再生して聴かせる。従って中央処理ユニット３０は、ユーザに対し
選択音楽及び複数の候補音楽がそれぞれ好みの印象の音楽であるかどうかを比較的短い時
間で的確に確認させることができる。
【００８２】
　さらに中央処理ユニット３０は、このとき再生中の音楽データに対応する１つの選択音
楽表示子ＳＩ１又は候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１を再生専用の表示状態（例えば、
再生専用に選定された個別の表示色）にする。さらにまた中央処理ユニット３０は、音楽
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検索画面４５の再生音楽通知部５２に対し再生中の音楽データに対応する音楽関連情報を
表示する。これにより中央処理ユニット３０は、ユーザに対して、再生中の音楽データに
基づく選択音楽又は候補音楽がどのような印象の音楽であるかを視覚的に提示し、かつ曲
名等を教えることができる。
【００８３】
　さらにまた中央処理ユニット３０は、このときユーザにより入力部３１（例えば、マウ
ス）を介して音楽検索画面４５の操作領域４７においてカーソルＣｕ１により再生開始ボ
タン４８が押下され、これに応じて一曲再生命令が入力されると、その時点に再生中の音
楽データを先頭位置から再生し直す。これにより中央処理ユニット３０は、複数の音楽デ
ータの特徴対応部分を自動的に連続して再生していても、これら音楽データの部分的な再
生を適宜全体の再生に切り替え、かくして選択音楽や候補音楽全体の印象を確認させるこ
とができる。
【００８４】
　さらに中央処理ユニット３０は、例えば候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１に対応する
音楽データの特徴対応部分又は全体の再生中に、ユーザにより入力部３１（例えば、マウ
ス）を介してカーソルＣｕ１により曲戻しボタン４９が押下され、これに応じて曲戻し命
令が入力されると、その時点の音楽データに対する特徴対応部分又は全体の再生を中止し
、１つ前に再生していた音楽データの特徴対応部分を再生する。これにより中央処理ユニ
ット３０は、候補音楽を聴かせているときに、１つ前の選択音楽又は候補音楽の印象と比
較するように要望されても、かかる要望に容易に対応して互いの音楽同士の印象を迅速に
比較させることができる。
【００８５】
　因みに中央処理ユニット３０は、選択音楽表示子ＳＩ１に対応する音楽データの特徴対
応部分又は全体の再生中に曲戻し命令が入力されると、そのときには当該音楽データの特
徴対応部分を最初から再生し直す。従って中央処理ユニット３０は、選択音楽表示子ＳＩ
１に対応する音楽データを再生しているときだけは当該音楽データを適宜繰り返し再生す
ることで、かかる選択音楽の印象をほぼ確実に確認させることができる。
【００８６】
　さらにまた中央処理ユニット３０は、選択音楽表示子ＳＩ１又は候補音楽表示子ＳＩ２
乃至ＳＩ１１に対応する音楽データの特徴対応部分又は全体の再生中に、ユーザにより入
力部３１（例えば、マウス）を介してカーソルＣｕ１により曲送りボタン５０が押下され
、これに応じて曲送り命令が入力されると、その時点の音楽データの再生を中止し、再生
順序が次の音楽データの特徴対応部分を再生する。これにより中央処理ユニット３０は、
ユーザにより選択音楽や候補音楽の音楽データの再生開始早々に、これら選択音楽や候補
音楽の印象が確認されたとき、当該選択音楽や候補音楽の音楽データを無駄に再生し続け
ることも回避することができる。
【００８７】
　ところで中央処理ユニット３０は、例えば音楽検索画面４５の音楽選択領域４６内に音
楽選択拡大画像ＳＤＷを表示している状態で、ユーザによりカーソルＣｕ１が投影軸画像
ＡＸ上に重ねられて選択操作されると、これに応じて音楽検索画面４５の音楽選択領域４
６内に、音楽選択拡大画像ＳＤＷを切り出す前の元の音楽選択画像ＳＤＩを表示させる。
これにより中央処理ユニット３０は、ユーザの要求に応じて音楽検索画面４５の音楽選択
領域４６内で音楽選択画像ＳＤＩを適宜音楽選択拡大画像ＳＤＷに切り替えても、容易に
元に戻すことができるようになされている。
【００８８】
　また中央処理ユニット３０は、ユーザによる入力部３１（例えば、マウス）の操作に応
じて音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ１を移動させ
ると、当該ユーザによる入力部３１（例えば、マウス）の操作の終了に応じてカーソルＣ
ｕ１の移動を停止させることを待ち受ける。そして中央処理ユニット３０は、音楽選択画
像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上で移動させていたカーソルＣｕ１を停止させ
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ると、その時点にカーソルＣｕ１の先端が指示している一点の位置（以下、これを先端指
示位置と呼ぶ）の２次元平面座標を検出する。また中央処理ユニット３０は、カーソルＣ
ｕ１の移動を停止させた時点から、内部のタイマによって計時を開始する。
【００８９】
　その結果、中央処理ユニット３０は、ユーザへの音楽の紹介を開始するまでの待ち時間
として予め選定されていた所定時間（例えば、数秒であり、以下、これを紹介待ち時間と
呼ぶ）をタイマによって計時する前に、ユーザによる入力部３１（例えば、マウス）の操
作に応じて音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上で再びカーソルＣｕ１
を移動させ始めると、タイマによる計時を停止してリセットする。これに対して中央処理
ユニット３０は、カーソルＣｕ１を停止させたまま、タイマによる紹介待ち時間の計時が
完了すると、音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上で、カーソルＣｕ１
の移動を停止させた時点の先端指示位置の２次元平面座標と、複数の音楽表示子ＳＩの２
次元平面座標とに基づき、当該先端指示位置と最も近い位置の音楽表示子ＳＩを検出する
。
【００９０】
　また中央処理ユニット３０は、このように先端指示位置と最も近い音楽表示子ＳＩを検
出すると、当該検出した音楽表示子ＳＩの２次元平面座標を、上述した（１）式及び（２
）式とは可逆な演算により３次元空間画像ＴＤＩ内の３次元空間座標に戻す。さらに中央
処理ユニット３０は、かかる３次元空間座標と音楽分析情報４２とに基づき、先端指示位
置と最も近い音楽表示子ＳＩに対応する音楽データを判別し、当該判別した音楽データに
対応するジャケット写真画像データをハードディスクドライブ３３から読み出して表示部
３９に送出する。これにより図１８に示すように、中央処理ユニット３０は、表示部３９
に表示している音楽検索画面４５においてカーソルＣｕ１の先端指示位置に、ジャケット
写真画像データに基づく四角形状のジャケット写真画像５５の１つの角を合わせて表示す
る。
【００９１】
　このようにして中央処理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像
ＳＤＷ）上で移動させていたカーソルＣｕ１を停止させた時点から紹介待ち時間が経過す
る毎に、当該移動を停止させたカーソルＣｕ１の先端指示位置と最も近い音楽表示子ＳＩ
に対応するジャケット写真画像５５を表示する。従って中央処理ユニット３０は、音楽選
択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ１の先端が指示している
音楽表示子ＳＩがどのような音楽を示しているものであるかを、対応するジャケット写真
画像５５により紹介している。
【００９２】
　因みに中央処理ユニット３０は、音楽検索画面４５において音楽選択画像ＳＤＩ（又は
音楽選択拡大画像ＳＤＷ）にジャケット写真画像５５を重ねて表示した場合、当該ジャケ
ット写真画像５５の表示位置によっては、１又は複数の音楽表示子ＳＩをジャケット写真
画像５５により隠して見えなくする場合がある。このため中央処理ユニット３０は、ジャ
ケット写真画像５５の表示を開始しても、再びカーソルＣｕ１を移動させ始めたときには
、かかるジャケット写真画像５５の表示を終了する（すなわち、ジャケット写真画像５５
を消す）。
【００９３】
　また中央処理ユニット３０は、ジャケット写真画像５５を表示している間、カーソルＣ
ｕ１を全く移動させないときでも、当該表示の開始から予め選定された表示終了用の所定
時間（例えば、数秒であり、以下、これを表示終了時間と呼ぶ）に達すると、その時点で
ジャケット写真画像５５の表示を終了する。これにより中央処理ユニット３０は、音楽選
択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）でユーザが複数の音楽表示子ＳＩの配置状
態を確認し、またカーソルＣｕ１を介して選択位置を選択するとき等に、ジャケット写真
画像５５が邪魔になることを極力回避している。
【００９４】
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　また中央処理ユニット３０は、このように音楽検索画面４５において音楽選択画像ＳＤ
Ｉ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）にジャケット写真画像５５を重ねて表示したとき、当
該ジャケット写真画像５５に対応する（すなわち、先端指示位置と最も近い音楽表示子Ｓ
Ｉに対応する）音楽データとは異なる他の音楽データを再生中であるか否かを判別する。
その結果、中央処理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ
）にジャケット写真画像５５を重ねて表示したときに、他の音楽データが再生中であると
、当該他の音楽データの再生をそのまま継続する。
【００９５】
　しかしながら中央処理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像Ｓ
ＤＷ）にジャケット写真画像５５を重ねて表示したときに、何ら音楽データを再生しては
いないと、当該ジャケット写真画像５５に対応する音楽データの特徴対応部分を再生する
。また中央処理ユニット３０は、このとき音楽検索画面４５の再生音楽通知部５２に対し
再生中の音楽データに対応する音楽関連情報を表示する。これにより中央処理ユニット３
０は、ユーザに対して、カーソルＣｕ１により指示している音楽表示子ＳＩが示す音楽が
どのような印象のものであるかを実際に聴かせて確認させると共に、当該音楽の曲名等も
教えることができる。
【００９６】
　さらに中央処理ユニット３０は、このときユーザにより入力部３１（例えば、マウス）
を介して音楽検索画面４５の操作領域４７においてカーソルＣｕ１により再生開始ボタン
４８が押下され、これに応じて一曲再生命令が入力されると、その時点に再生中の音楽デ
ータを先頭位置から再生し直す。これにより中央処理ユニット３０は、ユーザに対して、
カーソルＣｕ１により指示している音楽表示子ＳＩが示す音楽全体の印象を確認させるこ
ともできる。
【００９７】
　ところで中央処理ユニット３０は、ユーザによる入力部３１の操作に応じて、音楽検索
画面４５の操作領域４７において検索条件入力部５３内に検索条件が入力された状態で検
索命令が入力されると、かかる検索条件と、複数の音楽関連情報の内容とに基づいて、ユ
ーザの入力した検索条件に合致する１又は複数の音楽の音楽データを検索する。さらに中
央処理ユニット３０は、その検索した１又は複数の音楽データの音楽分析情報４２（すな
わち、３次元空間座標）に基づき、当該検索した１又は複数の音楽データに対応する１又
は複数の音楽表示子ＳＩの２次元平面座標を算出する。
【００９８】
　そして図１９に示すように、中央処理ユニット３０は、音楽検索画面４５の音楽選択画
像ＳＤＩ内で、検索した１又は複数の音楽データに対応する１又は複数の音楽表示子ＳＩ
を判別し、当該判別した１又は複数の音楽表示子ＳＩを他とは異なる表示状態（例えば、
表示色）にする。これにより中央処理ユニット３０は、ユーザにより検索条件として指定
されたアーティストやアルバム、ジャンル等の１又は複数の音楽がどのような印象である
かを容易にかつ的確に提示し得るようになされている。
【００９９】
　因みに中央処理ユニット３０は、ユーザにより音楽選択画像ＳＤＩ内で検索結果を提示
した場合にも、かかる音楽選択画像ＳＤＩを上述と同様にして異なる視点を用いて生成し
た他の音楽選択画像ＳＤＩに切り替えて表示することができる。従って中央処理ユニット
３０は、ユーザに対し、検索した音楽と印象の近い音楽がどれくらい有るかを容易に確認
させ得るようになされている。
【０１００】
　ところで中央処理ユニット３０は、音楽検索画面４５の音楽選択拡大画像ＳＤＷ内で選
択音楽表示子ＳＩ１を検出すると共に、複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１を選択
した状態で、ユーザにより入力部３１（例えば、マウス）を介してカーソルＣｕ１により
リスト作成ボタン５４が押下され、これに応じてプレイリスト作成命令が入力されると、
これら選択音楽表示子ＳＩ１及び複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１に対応する複
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数の音楽データを登録した図２０に示すようなプレイリスト５７を作成する。この場合、
中央処理ユニット３０は、プレイリスト５７固有の識別情報（以下、これをリスト識別情
報と呼ぶ）ＰＬＩを発行し、これを当該プレイリスト５７に付加している。
【０１０１】
　また中央処理ユニット３０は、プレイリスト５７に対し、選択音楽表示子ＳＩの３次元
空間座標を選択基準印象値ＳＳＩとして登録している。さらに中央処理ユニット３０は、
プレイリスト５７に対し、選択音楽表示子ＳＩ１及び複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至Ｓ
Ｉ１１に対応する複数の音楽データを、これら複数の音楽データの音楽分析情報４２それ
ぞれに含まれる音楽識別情報ＳＳとして登録している。
【０１０２】
　因みに中央処理ユニット３０は、プレイリスト５７において、複数の音楽識別情報ＳＳ
を選択音楽表示子ＳＩ１に対応する音楽データのものから順次遠い位置の候補音楽表示子
ＳＩ２乃至ＳＩ１１に対応する音楽データのものとなる順番で並べてリスト化している。
従って中央処理ユニット３０は、これら複数の音楽識別情報ＳＳの並びの順番により選択
音楽表示子ＳＩ１及び複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１に対応する複数の音楽デ
ータの再生の順番（すなわち、選択音楽表示子ＳＩ１に対応する音楽データを最初に再生
し、引き続き候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１に対応する複数の音楽データを順次再生
するような順番）を規定している。そして中央処理ユニット３０は、プレイリスト５７を
作成すると、これをプレイリストデータとしてハードディスクドライブ３３に記録する。
【０１０３】
　また中央処理ユニット３０は、プレイリスト５７を作成した場合、当該プレイリスト５
７に対しユーザに自己が識別可能なリスト名称を任意に付与させる。このため中央処理ユ
ニット３０は、かかるリスト名称とリスト識別情報ＰＬＩとを対応付けたリスト管理情報
もハードディスクドライブ３３に記録している。従って中央処理ユニット３０は、音楽デ
ータの再生時、ユーザにより入力部３１を介してリスト名称が指定され、引き続き音楽デ
ータに対する再生命令が入力されると、まずリスト管理情報を用いて、当該指定されたリ
スト名称の付与されたプレイリスト５７を判別する。
【０１０４】
　そして中央処理ユニット３０は、ハードディスクドライブ３３から、その判別したプレ
イリスト５７をプレイリストデータとして読み出す。これにより中央処理ユニット３０は
、そのプレイリスト５７に従って複数の音楽データを順番にハードディスクドライブ３３
から読み出し再生処理部３７及びスピーカ３８を順次介して再生する。このようにして中
央処理ユニット３０は、ユーザに対しこれら複数の音楽データに基づく選択音楽及び複数
の候補音楽を順番に聴かせることができるようになされている。
【０１０５】
　次いで図２１を用いて、音楽提供装置２２の機能回路ブロックによる詳細なハードウェ
ア構成を説明する。かかる音楽提供装置２２において中央処理ユニット６０は、ＲＯＭ６
１又はハードディスクドライブ６２に予め記録されている基本プログラムやアプリケーシ
ョンプログラム、画像提供プログラム等の各種プログラムを読み出してＲＡＭ６３に展開
する。そして中央処理ユニット６０は、これら各種プログラムに従い装置全体を統括制御
すると共に、所定の演算処理や各種処理を実行する。
【０１０６】
　これにより中央処理ユニット６０は、ハードディスクドライブ６２に対し多数の音楽デ
ータを記録している。また中央処理ユニット６０は、ハードディスクドライブ６２に対し
、多数の音楽データそれぞれに関連する音楽関連情報やジャケット写真画像データも当該
音楽データに対応付けて記録している。
【０１０７】
　さらに中央処理ユニット６０は、ハードディスクドライブ６２に多数の音楽データを記
録すると、上述したデータ記録再生装置２１と同様に、当該ハードディスクドライブ６２
から全ての音楽データを読み出してそれぞれ周波数解析等によって分析する。そして中央
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処理ユニット６０は、その分析結果に基づき、音楽データに基づく音楽の印象を表すため
の例えば速さ、音色及び年代のような３種類の項目それぞれを数値化して第１、第２及び
第３の印象項目値ＳＰ、ＥＬ及びＮＥを得る。
【０１０８】
　このようにして中央処理ユニット６０は、ハードディスクドライブ６２に記録した全て
の音楽データそれぞれについて第１、第２及び第３の印象項目値ＳＰ、ＥＬ及びＮＥを得
ると、音楽データ毎の第１、第２及び第３の印象項目値ＳＰ、ＥＬ及びＮＥと、対応する
音楽関連情報とを用いて、上述した図６と同様構成の音楽分析情報４２を生成する。そし
て中央処理ユニット６０は、音楽データ毎の音楽分析情報４２をハードディスクドライブ
６２に送出して記録する。
【０１０９】
　また中央処理ユニット６０は、図７について上述した場合と同様に、音楽データ毎の第
１、第２及び第３の印象項目値ＳＰ、ＥＬ及びＮＥをそのまま３次元空間座標とする。そ
して中央処理ユニット６０は、複数の３次元空間座標にそれぞれ音楽を示す音楽表示子Ｓ
Ｉを配置した３次元空間画像ＴＤＩを生成する。
【０１１０】
　さらに中央処理ユニット６０は、図８について上述した場合と同様に、その３次元空間
画像ＴＤＩをそれぞれ異なる視点から見たように２次元平面上に投影した複数の２次元平
面画像でなる音楽選択画像ＳＤＩに変換する。ところで中央処理ユニット６０は、３次元
空間画像ＴＤＩを複数の音楽選択画像ＳＤＩに変換する場合、視点毎に当該視点からの３
次元空間画像ＴＤＩ内における複数の音楽表示子ＳＩそれぞれの配置位置に応じて、予め
選定された１つの遠近表現手法で、これら複数の音楽表示子ＳＩの遠近を表現するように
当該音楽表示子ＳＩの表示状態を設定している。
【０１１１】
　そして中央処理ユニット６０は、視点毎の音楽選択画像ＳＤＩをそれぞれ音楽選択画像
データとしてハードディスクドライブ６２に送出し記録する。これに加えて中央処理ユニ
ット６０は、データ記録再生装置２１の場合と同様に視点毎の投影軸画像ＡＸも生成する
。そして中央処理ユニット６０は、視点毎の投影軸画像ＡＸをそれぞれ投影軸画像データ
とし、これらを同じ視点を用いて生成した音楽選択画像データと対応付けてハードディス
クドライブ６２に記録する。さらにまた中央処理ユニット６０は、個々の視点の配置位置
を定義するための視点位置定義情報を保持している。従って中央処理ユニット６０は、ハ
ードディスクドライブ６２に記録した複数の音楽選択画像データそれぞれに対し、視点位
置定義情報も対応付けている。
【０１１２】
　この状態で中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１から音楽検索画面を要求
する検索画面要求情報がネットワーク２３を介して送信されると、その検索画面要求情報
をネットワークインタフェース６４で受信して取り込む。この場合、中央処理ユニット６
０は、ハードディスクドライブ６２から例えば基準視点を用いて生成した音楽選択画像デ
ータを読み出す。また中央処理ユニット６０は、ハードディスクドライブ６２から基準視
点を用いて生成した投影軸画像データも読み出す。
【０１１３】
　さらにまた中央処理ユニット６０は、ハードディスクドライブ６２から、これに予め記
録している音楽検索画面データを読み出す。そして中央処理ユニット６０は、音楽検索画
面データに音楽選択画像データ及び投影軸画像データを合成する。これにより中央処理ユ
ニット６０は、これら音楽選択画像データ及び投影軸画像データを合成した音楽検索画面
データをネットワークインタフェース６４からネットワーク２３を介してデータ記録再生
装置２１に送信する。
【０１１４】
　この場合、データ記録再生装置２１において中央処理ユニット３０は、音楽提供装置２
２から送信された音楽検索画面データをネットワークインタフェース３６で受信して取り
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込む。そして中央処理ユニット３０は、その音楽検索画面データを表示部３９に送出する
。これにより中央処理ユニット３０は、表示部３９に対し音楽検索画面データに基づく図
２２に示すような音楽検索画面７０を表示する。
【０１１５】
　音楽検索画面７０は、音楽選択領域７１と操作領域７２とを有しており、当該音楽選択
領域７１には音楽選択画像ＳＤＩが表示されている。また音楽選択領域７１には、音楽選
択画像ＳＤＩに重ねて、音楽表示子ＳＩ等を指示するためのカーソルＣｕ２も表示されて
いる。
【０１１６】
　一方、音楽検索画面７０の操作領域７２には、３次元空間画像ＴＤＩを見るための視点
を変更するように指示させ、かつ変更後の視点を選択可能な視点変更操作部７３が設けら
れている。この場合、視点変更操作部７３は、画像表示部７４を有し、当該画像表示部７
４には、音楽選択領域７１内の音楽選択画像ＳＤＩと同一の視点を用いて生成された投影
軸画像ＡＸが表示されている。
【０１１７】
　また視点変更操作部７３には、画像表示部７４の右側に３次元空間画像ＴＤＩを見るた
めの視点を上回り方向（すなわち、図８に示す３次元空間画像ＴＤＩの周囲を上側から下
側へ回る方向）に沿って変更するための上回り視点変更ボタン７５が設けられている。さ
らに視点変更操作部７３には、画像表示部７４の右側に３次元空間画像ＴＤＩを見るため
の視点を下回り方向（すなわち、図８に示す３次元空間画像ＴＤＩの周囲を下側から上側
へ回る方向）に沿って変更するための下回り視点変更ボタン７６も設けられている。
【０１１８】
　さらにまた視点変更操作部７３には、画像表示部７４の下側に３次元空間画像ＴＤＩを
見るための視点を右回り方向（すなわち、図８に示す３次元空間画像ＴＤＩの周囲を右側
から左側へ回る方向）に沿って変更するための右回り視点変更ボタン７７が設けられてい
る。これに加えて視点変更操作部７３には、画像表示部７４の下側に３次元空間画像ＴＤ
Ｉを見るための視点を左回り方向（すなわち、図８に示す３次元空間画像ＴＤＩの周囲を
左側から右側へ回る方向）に沿って変更するための左回り視点変更ボタン７８も設けられ
ている。
【０１１９】
　また操作領域７２には、音楽選択画像ＳＤＩ上で音楽表示子ＳＩとして選択された音楽
データが再生されたときに、当該音楽データの再生時間軸に沿った再生位置を通知するた
めの帯状の再生位置通知部７９が設けられている。そして再生位置通知部７９の一端には
、音楽選択画像ＳＤＩ上で音楽表示子ＳＩとして選択された音楽データの再生を制御する
ための再生停止ボタン８０が設けられている。また再生位置通知部７９の他端には、音楽
選択画像ＳＤＩ上で音楽表示子ＳＩとして選択された音楽データを取得（すなわち、ダウ
ンロード）要求するための取得要求ボタン８１も設けられている。
【０１２０】
　さらに操作領域７２には、再生中の音楽データに対応するジャケット写真画像や、音楽
関連情報の少なくとも一部（例えば、音楽タイトル、アルバムタイトル及びアーティスト
名）を表示して、当該再生中の音楽データに基づく音楽が何であるかを通知するための再
生音楽通知部８２も設けられている。これに加えて操作領域７２には、音楽選択画像ＳＤ
Ｉ上で音楽表示子ＳＩとして複数の音楽を無作為（ランダム）に選択するためのランダム
選択ボタン８３が設けられている。
【０１２１】
　また操作領域７２には、検索条件としてアルバムを任意に指定させ、当該指定されたア
ルバムに収録された複数の音楽を音楽選択画像ＳＤＩ上で検索するためのアルバム検索ボ
タン８４も設けられている。さらにまた操作領域７２には、検索条件としてアーティスト
を任意に指定させ、当該指定されたアーティストの音楽を音楽選択画像ＳＤＩ上で検索す
るためのアーティスト検索ボタン８５も設けられている。
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【０１２２】
　中央処理ユニット３０は、表示部３９に音楽検索画面７０を表示した状態で、ユーザに
より入力部３１（すなわち、マウス）を介して上回り視点変更ボタン７５、下回り視点変
更ボタン７６、右回り視点変更ボタン７７及び左回り視点変更ボタン７８が押下され視点
変更指示命令が入力されると、当該押下された上回り視点変更ボタン７５、下回り視点変
更ボタン７６、右回り視点変更ボタン７７及び左回り視点変更ボタン７８に応じた視点の
変更方向を示し、３次元空間画像ＴＤＩを見るための視点を変更するように要求する視点
変更要求情報を生成する。そして中央処理ユニット３０は、かかる視点変更要求情報をネ
ットワークインタフェース３６からネットワーク２３を介して音楽提供装置２２に送信す
る。
【０１２３】
　音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１から視点変更要
求情報が送信されると、その視点変更要求情報をネットワークインタフェース６４で受信
して取り込む。中央処理ユニット６０は、このときデータ記録再生装置２１で表示されて
いる音楽選択画像ＳＤＩに対応する視点位置定義情報と、視点変更要求情報の示す視点の
変更方向とに基づき、データ記録再生装置２１により選択された変更後の視点を検出する
。
【０１２４】
　ここで中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１において例えば音楽検索画面
７０内に基準視点から３次元空間画像ＴＤＩを見るようにして生成した音楽選択画像ＳＤ
Ｉが表示された状態で、上回り視点変更ボタン７５が１度押下されると、基準視点から上
回り方向で１つ隣りに位置する前斜め上側の視点を変更後の視点として検出する。また中
央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１において例えば同一の状態で下回り視点
変更ボタン７６が１度押下されると、基準視点から下回り方向で１つ隣りに位置する前斜
め下側の視点を変更後の視点として検出する。
【０１２５】
　さらに中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１において例えば同一の状態で
右回り視点変更ボタン７７が１度押下されると、基準視点から右回り方向で１つ隣りに位
置する右斜め前側の視点を変更後の視点として検出する。さらにまた中央処理ユニット６
０は、データ記録再生装置２１において例えば同一の状態で左回り視点変更ボタン７８が
１度押下されると、基準視点から左回り方向で１つ隣りに位置する左斜め前側の視点を変
更後の視点として検出する。このようにして中央処理ユニット６０は、データ記録再生装
置２１においてユーザに対し、上回り視点変更ボタン７５、下回り視点変更ボタン７６、
右回り視点変更ボタン７７又は左回り視点変更ボタン７８の押下により、現在の視点から
順次１つ隣りの視点に移るように３次元空間画像ＴＤＩを見るための視点を適宜選択させ
得るようになされている。
【０１２６】
　中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１で選択された変更後の視点を検出す
ると、当該検出した視点の視点位置定義情報をもとに、ハードディスクドライブ６２から
対応する音楽選択画像データ（すなわち、データ記録再生装置２１で選択された視点から
３次元空間画像ＴＤＩを見たように生成していた音楽選択画像ＳＤＩの音楽選択画像デー
タ）及び投影軸画像データを読み出す。そして中央処理ユニット６０は、かかる音楽選択
画像データ及び投影軸画像データをネットワークインタフェース６４からネットワーク２
３を介してデータ記録再生装置２１に送信する。
【０１２７】
　データ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、音楽提供装置２２から音楽選択画
像データ及び投影軸画像データが送信されると、これら音楽選択画像データ及び投影軸画
像データをネットワークインタフェース３６で受信して取り込む。そして中央処理ユニッ
ト３０は、その音楽選択画像データ及び投影軸画像データを表示部３９に送出する。
【０１２８】
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　これにより図２３に示すように、中央処理ユニット３０は、音楽検索画面７０の画像表
示部７４内に表示していた投影軸画像ＡＸを、このとき取得した投影軸画像データに基づ
く投影軸画像ＡＸに切り替える。また中央処理ユニット３０は、音楽検索画面７０の音楽
選択領域７１内に表示していた音楽選択画像ＳＤＩを、このとき取得した音楽選択画像デ
ータに基づく音楽選択画像ＳＤＩに切り替える。このようにして中央処理ユニット３０は
、音楽検索画面７０の音楽選択領域７１に表示する音楽選択画像ＳＤＩを、ユーザにより
選択された視点から３次元空間画像ＴＤＩを見たように生成していた音楽選択画像ＳＤＩ
に変更する。
【０１２９】
　従って音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、３次元空間画像ＴＤＩを何れかの
視点から見たときに奥側の音楽表示子ＳＩが手前側の複数の音楽表示子ＳＩの陰に隠れて
しまい、その視点を用いて生成した音楽選択画像ＳＤＩにおいて当該奥側の音楽表示子Ｓ
Ｉを表示し得なくても、データ記録再生装置２１において音楽検索画面７０の音楽選択領
域７１内に、異なる視点を用いて生成した音楽選択画像ＳＤＩを適宜切り替えて表示させ
ることで、何れの音楽表示子ＳＩもユーザに見せることができる。
【０１３０】
　これに加えて中央処理ユニット６０は、音楽検索画面７０の音楽選択領域７１内に表示
させる音楽選択画像ＳＤＩを切り替えると、その切り替えに応じて画像表示部７４内に表
示させる投影軸画像ＡＸも切り替えている。これにより中央処理ユニット６０は、ユーザ
に個々の音楽表示子ＳＩの示す音楽がどのような印象であるかを容易に認識させることも
できる。
【０１３１】
　ところでデータ記録再生装置２１において中央処理ユニット３０は、例えば音楽選択画
像ＳＤＩにカーソルＣｕ２を重ねた状態で、ユーザによりマウスの左ボタンが２度連続的
に押下操作されると、このとき音楽選択画像ＳＤＩ上でカーソルＣｕ２の先端が指示して
いる選択位置の２次元平面座標を検出する。そして中央処理ユニット３０は、その選択位
置の２次元平面座標を示す選択位置情報をネットワークインタフェース３６からネットワ
ーク２３を介して音楽提供装置２２に送信する。
【０１３２】
　この場合、音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１から
送信された選択位置情報をネットワークインタフェース６４で受信して取り込む。そして
中央処理ユニット６０は、図１３について上述した場合と同様に、このときデータ記録再
生装置２１に提供している音楽選択画像ＳＤＩ（すなわち、このときデータ記録再生装置
２１において音楽検索画面７０内に表示させている音楽選択画像ＳＤＩ）内で、選択位置
情報の示す選択位置（すなわち、ユーザにより選択された選択位置の２次元平面座標）を
中心にした拡大対象部分ＳＤＡを検出する。
【０１３３】
　また中央処理ユニット６０は、拡大対象部分ＳＤＡ内で選択位置と最も近い位置（すな
わち、距離）の音楽表示子ＳＩを選択音楽表示子ＳＩ１として検出する。さらに中央処理
ユニット６０は、選択音楽表示子ＳＩ１の２次元平面座標を上述した（１）式及び（２）
式とは可逆な演算により３次元空間画像ＴＤＩ内の３次元空間座標に戻す。さらにまた中
央処理ユニット６０は、３次元空間画像ＴＤＩ内で、選択音楽表示子ＳＩ１の３次元空間
座標を中心とする音楽検索領域ＭＲＡを検出する。
【０１３４】
　そして中央処理ユニット６０は、音楽分析情報４２に含まれる３次元空間座標に基づき
、複数の音楽表示子ＳＩのうち音楽検索領域ＭＲＡ内に配置している全ての音楽表示子Ｓ
Ｉを検出する。これにより中央処理ユニット６０は、図１４について上述した場合と同様
に、音楽検索領域ＭＲＡ内で選択音楽表示子ＳＩ１と最も近い位置の音楽表示子ＳＩ２か
ら順に遠い位置の音楽表示子ＳＩ３乃至ＳＩ１１へと予め選定された基準選択数（例えば
、10個）の音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１をそれぞれ候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１



(28) JP 2008-146587 A 2008.6.26

10

20

30

40

50

として選択する。
【０１３５】
　そして中央処理ユニット６０は、図１５について上述した場合と同様に、音楽選択画像
ＳＤＩ内の拡大対象部分ＳＤＡにおいて、選択音楽表示子ＳＩ１を他の複数の音楽表示子
ＳＩ２乃至ＳＩｎとは異なる表示状態にする。また中央処理ユニット６０は、候補音楽表
示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１の３次元空間座標を、再び上述した（１）式及び（２）式の演算
により２次元平面座標に変換し、拡大対象部分ＳＤＡ内で、その２次元平面座標により複
数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１を判別する。これにより中央処理ユニット６０は
、拡大対象部分ＳＤＡ内で、複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１も、選択音楽表示
子ＳＩ１、及び他の複数の音楽表示子ＳＩｎとはそれぞれ異なる表示状態にする。
【０１３６】
　これに加えて中央処理ユニット６０は、図１６について上述した場合と同様に、音楽選
択画像ＳＤＩから拡大対象部分ＳＤＡを切り出して所定の拡大率で拡大処理を施す。これ
により中央処理ユニット６０は、元の音楽選択画像ＳＤＩと同じサイズの音楽選択拡大画
像ＳＤＷを生成する。そして中央処理ユニット６０は、その音楽選択拡大画像ＳＤＷを音
楽選択拡大画像データとしてネットワークインタフェース６４からネットワーク２３を介
してデータ記録再生装置２１に送信する。
【０１３７】
　従ってデータ記録再生装置２１において中央処理ユニット３０は、このとき音楽提供装
置２２から送信された音楽選択拡大画像データをネットワークインタフェース３６で受信
して取り込む。そして中央処理ユニット３０は、かかる音楽選択拡大画像データを表示部
３９に送出する。これにより図２４に示すように、中央処理ユニット３０は、音楽検索画
面７０の音楽選択領域７１内に表示していた音楽選択画像ＳＤＩを、このとき取得した音
楽選択拡大画像データに基づく音楽選択拡大画像ＳＤＷに切り替える。
【０１３８】
　従って音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１の音楽選
択拡大画像ＳＤＷ上で、ユーザにより選択された選択音楽表示子ＳＩ１と、その選択によ
り選択候補となった複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１とを、それぞれ他とは異な
る表示状態で的確に提示し得るようになされている。また中央処理ユニット６０は、この
とき音楽検索画面７０の画像表示部７４内に投影軸画像ＡＸを表示している。従って中央
処理ユニット６０は、かかる投影軸画像ＡＸにより音楽選択拡大画像ＳＤＷにおいて選択
音楽表示子ＳＩ１及び複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１が示す選択音楽及び複数
の候補音楽がそれぞれどのような印象の音楽であるかも合わせて提示し得るようになされ
ている。
【０１３９】
　これに加えて中央処理ユニット６０は、選択音楽表示子ＳＩ１を検出すると共に、複数
の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１を選択したとき、まず選択音楽表示子ＳＩ１に対応
する音楽データをハードディスクドライブ６２から読み出す。そして中央処理ユニット６
０は、かかる音楽データから特徴対応部分を切り出しストリーミング形式でネットワーク
インタフェース６４からネットワーク２３を介してデータ記録再生装置２１に送信する。
【０１４０】
　また中央処理ユニット６０は、その送信に引き続き、選択音楽表示子ＳＩ１と最も近い
位置の候補音楽表示子ＳＩ２に対応する音楽データから順次遠い位置の候補音楽表示子Ｓ
Ｉ３乃至ＳＩ１１に対応する音楽データまでの順番で、これら音楽データもハードディス
クドライブ６２から順次読み出す。そして中央処理ユニット６０は、これら音楽データを
読み出す毎に、当該読み出した音楽データから特徴対応部分を切り出しストリーミング形
式でネットワークインタフェース６４からネットワーク２３を介してデータ記録再生装置
２１に送信する。
【０１４１】
　従ってデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、音楽検索画面７０の音楽選
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択領域７１内に音楽選択拡大画像ＳＤＷを表示したとき、音楽提供装置２２から順次送信
される音楽データの特徴対応部分をネットワークインタフェース３６で受信しながら再生
処理部３７及びスピーカ３８を順次介して再生（すなわち、ストリーミング再生）する。
これにより音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１におい
てユーザに対し、選択音楽表示子ＳＩ１及び複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１に
対応する選択音楽及び複数の候補音楽の特徴部分を実際に聴かせて好みの印象に合った（
又は近い）音楽であるかどうかを比較的短い時間で的確に確認させることができる。
【０１４２】
　また音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、このときデータ記録再生装置２１で
再生中の音楽データに対応する１つの選択音楽表示子ＳＩ１又は候補音楽表示子ＳＩ２乃
至ＳＩ１１を通知する。さらに中央処理ユニット６０は、音楽データの特徴対応部分と共
に、対応する音楽関連情報及びジャケット写真画像データをネットワークインタフェース
６４からネットワーク２３を介してデータ記録再生装置２１に送信している。
【０１４３】
　従って中央処理ユニット３０は、音楽提供装置２２からの通知に応じて、再生中の音楽
データに対応する１つの選択音楽表示子ＳＩ１又は候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１を
再生専用の表示状態（例えば、再生専用に選定された個別の表示色）にする。また中央処
理ユニット３０は、音楽提供装置２２から送信された音楽関連情報及びジャケット写真画
像データをネットワークインタフェース３６で受信して取り込んで、表示部３９に送出す
る。
【０１４４】
　これにより中央処理ユニット３０は、音楽検索画面７０の再生音楽通知部８２に対し再
生中の音楽データに対応する音楽関連情報を表示すると共に、ジャケット写真画像データ
に基づくジャケット写真画像を表示する。すなわち音楽提供装置２２の中央処理ユニット
６０は、データ記録再生装置２１においてユーザに対し、再生中の音楽データに基づく選
択音楽や候補音楽がどのような印象の音楽であるかを提示しつつ、当該選択音楽や候補音
楽の曲名等も教えることができる。
【０１４５】
　ところでデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、音楽データの特徴対応部
分を再生中に、ユーザにより入力部３１（例えば、マウス）を介してカーソルＣｕ２によ
り音楽検索画面７０の再生停止ボタン８０が１度押下され、これに応じて一曲再生命令が
入力されると、その時点に再生中の音楽データ全体をストリーミング形式で配信要求する
配信要求情報をネットワークインタフェース３６からネットワーク２３を介して音楽提供
装置２２に送信する。
【０１４６】
　このとき、音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１から
送信された配信要求情報をネットワークインタフェース６４で受信して取り込む。そして
中央処理ユニット６０は、ハードディスクドライブ６２から、その配信要求された音楽デ
ータ全体を読み出す。そして中央処理ユニット６０は、かかる音楽データをストリーミン
グ形式でネットワークインタフェース６４からネットワーク２３を介してデータ記録再生
装置２１に送信する。
【０１４７】
　従ってデータ記録再生装置２１において中央処理ユニット３０は、このとき音楽提供装
置２２から送信された音楽データをネットワークインタフェース３６で受信しながら再生
処理部３７及びスピーカ３８を順次介して再生（すなわち、ストリーミング再生）する。
これにより音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１に対し
複数の音楽データの特徴対応部分を自動的に連続して送信して再生（すなわち、ストリー
ミング再生）させていても、これら音楽データの部分的な再生を適宜全体の再生（すなわ
ち、ストリーミング再生）に切り替えて、選択音楽や候補音楽全体の印象をユーザに確認
させることができる。
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【０１４８】
　因みにデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、音楽データ全体の再生中に
、ユーザにより入力部３１（例えば、マウス）を介してカーソルＣｕ２により音楽検索画
面７０の再生停止ボタン８０が再び押下され、これに応じて再生停止命令が入力されると
、音楽データ全体の再生（すなわち、ストリーミング再生）を停止する。また中央処理ユ
ニット３０は、このとき音楽データの配信停止を要求する配信停止要求情報をネットワー
クインタフェース３６からネットワーク２３を介して音楽提供装置２２に送信する。
【０１４９】
　そして音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１から送信
された配信停止要求情報をネットワークインタフェース６４で受信して取り込むと、これ
に応じてデータ記録再生装置２１に対する音楽データ全体のストリーミング形式での送信
及び、音楽データの特徴対応部分のストリーミング形式での送信を全て終了する。このよ
うにして中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１に対する音楽データの送信を
、ユーザの要求に応じて停止し得るようになされている。
【０１５０】
　またデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、音楽データの特徴対応部分又
は全体の再生（すなわち、ストリーミング再生）中に、ユーザにより入力部３１（例えば
、マウス）を介してカーソルＣｕ２により取得要求ボタン８１が押下され、これに応じて
取得命令が入力されると、そのとき再生中の音楽データを有料又は無料で取得要求する取
得要求情報をネットワークインタフェース３６からネットワーク２３を介して音楽提供装
置２２に送信する。その結果、中央処理ユニット３０は、音楽提供装置２２から取得要求
した音楽データがネットワーク２３を介して送信されると、かかる音楽データをネットワ
ークインタフェース３６で受信して取り込み、ハードディスクドライブ３３に送出して記
録する。
【０１５１】
　ところでデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、例えば音楽検索画面７０
の音楽選択領域７１内に音楽選択拡大画像ＳＤＷを表示している状態で、ユーザにより入
力部３１（例えば、マウスキーボード）を介してカーソルＣｕ２が投影軸画像ＡＸ上に重
ねられて選択操作されると、これに応じて元の（すなわち、拡大前の）音楽選択画像ＳＤ
Ｉを要求する画像要求情報をネットワークインタフェース３６からネットワーク２３を介
して音楽提供装置２２に送信する。この場合、音楽提供装置２２において中央処理ユニッ
ト６０は、データ記録再生装置から送信された画像要求情報をネットワークインタフェー
ス６４で受信して取り込む。
【０１５２】
　中央処理ユニット６０は、かかる画像要求情報を受信すると、ハードディスクドライブ
６２から拡大前の音楽選択画像ＳＤＩの音楽選択画像データを読み出す。そして中央処理
ユニット６０は、その音楽選択画像データをネットワークインタフェース６４からネット
ワーク２３を介してデータ記録再生装置２１に送信する。従ってデータ記録再生装置２１
の中央処理ユニット３０は、音楽提供装置２２から送信された音楽選択画像データをネッ
トワークインタフェース３６で受信して取り込む。
【０１５３】
　そして中央処理ユニット３０は、その音楽選択画像データを表示部３９に送出すること
により、音楽検索画面７０の音楽選択領域７１内に表示している音楽選択拡大画像ＳＤＷ
を元の音楽選択画像ＳＤＩに切り替える。これにより音楽提供装置２２の中央処理ユニッ
ト６０は、データ記録再生装置２１で音楽検索画面７０の音楽選択領域７１内に音楽選択
画像ＳＤＩを適宜音楽選択拡大画像ＳＤＷに切り替えて表示させても、ユーザの要求に応
じて容易に元に戻すことができる。
【０１５４】
　またデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、ユーザによる入力部３１（例
えば、マウス）の操作に応じて音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上で
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カーソルＣｕ２を移動させると、当該ユーザによる入力部３１（例えば、マウス）の操作
の終了に応じてカーソルＣｕ２の移動を停止させることを待ち受ける。そして中央処理ユ
ニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上で移動させていた
カーソルＣｕ２を停止させると、その時点にカーソルＣｕ２の先端が指示している先端指
示位置の２次元平面座標を検出する。また中央処理ユニット３０は、カーソルＣｕ２の移
動を停止させた時点から、内部のタイマによって計時を開始する。
【０１５５】
　その結果、中央処理ユニット３０は、タイマにより紹介待ち時間を計時する前に、ユー
ザによる入力部３１（例えば、マウス）の操作に応じて音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選
択拡大画像ＳＤＷ）上で再びカーソルＣｕ２を移動させ始めると、タイマによる計時を停
止してリセットする。これに対して中央処理ユニット３０は、カーソルＣｕ２を停止させ
たまま、タイマによる紹介待ち時間の計時が完了すると、音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽
選択拡大画像ＳＤＷ）上で、カーソルＣｕ２の移動を停止させた時点の先端指示位置の２
次元平面座標を示し、ジャケット写真画像データを要求する写真要求情報をネットワーク
インタフェース３６からネットワーク２３を介して音楽提供装置２２に送信する。
【０１５６】
　この場合、音楽提供装置２２において中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２
１から送信された写真要求情報をネットワークインタフェース６４で受信して取り込む。
そして中央処理ユニット６０は、その写真要求情報が示すカーソルＣｕ２の先端指示位置
の２次元平面座標と、そのときデータ記録再生装置２１に提供している音楽選択画像ＳＤ
Ｉ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）内の複数の音楽表示子ＳＩの２次元平面座標とに基づ
き、当該カーソルＣｕ２の先端指示位置と最も近い位置の音楽表示子ＳＩを検出する。
【０１５７】
　また中央処理ユニット６０は、このようにカーソルＣｕ２の先端指示位置と最も近い音
楽表示子ＳＩを検出すると、当該検出した音楽表示子ＳＩの２次元平面座標を、上述した
（１）式及び（２）式とは可逆な演算により３次元空間画像ＴＤＩ内の３次元空間座標に
戻す。さらに中央処理ユニット６０は、かかる３次元空間座標と音楽分析情報４２とに基
づき、カーソルＣｕ２の先端指示位置と最も近い音楽表示子ＳＩに対応する音楽データを
判別する。そして中央処理ユニット６０は、ハードディスクドライブ６２から、その判別
した音楽データに対応するジャケット写真画像データを読み出す。これにより中央処理ユ
ニット６０は、かかるジャケット写真画像データをネットワークインタフェース６４から
ネットワーク２３を介してデータ記録再生装置２１に送信する。
【０１５８】
　その結果、データ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、音楽提供装置２２から
送信されたジャケット写真画像データをネットワークインタフェース３６で受信して取り
込むと、これを表示部３９に送出する。これにより図２５に示すように、中央処理ユニッ
ト３０は、表示部３９に表示している音楽検索画面７０においてカーソルＣｕ２の先端指
示位置に、ジャケット写真画像データに基づく四角形状のジャケット写真画像８７の１つ
の角を合わせて表示する。
【０１５９】
　このようにして音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１
において音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上で移動させていたカーソ
ルＣｕ２を停止させた時点から紹介待ち時間が経過する毎に、当該移動を停止させたカー
ソルＣｕ２の先端指示位置と最も近い音楽表示子ＳＩに対応するジャケット写真画像８７
を提供して表示させることができる。従って中央処理ユニット６０は、データ記録再生装
置２１において音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ２
の先端が指示している音楽表示子ＳＩが示す音楽がどのようなものであるかを、対応する
ジャケット写真画像８７により紹介している。
【０１６０】
　因みにデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、音楽検索画面７０において
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音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）にジャケット写真画像８７を重ねて
表示した場合、当該ジャケット写真画像８７の表示位置によっては、１又は複数の音楽表
示子ＳＩをジャケット写真画像８７により隠して見えなくする場合がある。このため中央
処理ユニット３０は、上述と同様に、ジャケット写真画像８７の表示を開始しても、再び
カーソルＣｕ２を移動させ始めたときには、かかるジャケット写真画像８７の表示を終了
する（すなわち、ジャケット写真画像８７を消す）。
【０１６１】
　また中央処理ユニット３０は、ジャケット写真画像８７を表示している間、カーソルＣ
ｕ２を全く移動させないときでも、当該表示の開始から表示終了時間に達すると、その時
点でジャケット写真画像８７の表示を終了する。これにより中央処理ユニット３０は、音
楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）でユーザが複数の音楽表示子ＳＩの配
置状態を確認し、またカーソルＣｕ２を介して選択位置を選択するとき等に、ジャケット
写真画像８７が邪魔になることを極力回避している。
【０１６２】
　さらに中央処理ユニット３０は、このように音楽検索画面７０において音楽選択画像Ｓ
ＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）にジャケット写真画像８７を重ねて表示したときに
、すでに音楽データを再生（すなわち、ストリーミング再生）中であると、当該音楽デー
タの再生をそのまま継続する。しかしながら中央処理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤ
Ｉ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）にジャケット写真画像８７を重ねて表示したときに、
何ら音楽データを再生（すなわち、ストリーミング再生）してはいないと、当該ジャケッ
ト写真画像８７に対応する（すなわち、先端指示位置と最も近い音楽表示子ＳＩに対応す
る）音楽データをストリーミング形式で配信要求する配信要求情報をネットワークインタ
フェース３６からネットワーク２３を介して音楽提供装置２２に送信する。
【０１６３】
　この場合、音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１から
送信された配信要求情報をネットワークインタフェース６４で受信して取り込み、その配
信要求情報に応じて、ハードディスクドライブ６２から対応する音楽データを読み出す。
そして中央処理ユニット６０は、その音楽データから特徴対応部分を切り出しストリーミ
ング形式でネットワークインタフェース６４からネットワーク２３を介してデータ記録再
生装置２１に送信する。従ってデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、音楽
提供装置２２から送信された音楽データの特徴対応部分をネットワークインタフェース３
６で受信しながら再生処理部３７及びスピーカ３８を順次介して再生（すなわち、ストリ
ーミング再生）する。
【０１６４】
　また音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、このとき音楽データの特徴対応部分
と共に、対応する音楽関連情報及びジャケット写真画像データもネットワークインタフェ
ース６４からネットワーク２３を介してデータ記録再生装置２１に送信する。従ってデー
タ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、音楽提供装置２２から送信された音楽関
連情報及びジャケット写真画像データをネットワークインタフェース３６で受信して取り
込む。そして中央処理ユニット３０は、かかる音楽関連情報及びジャケット写真画像デー
タを表示部３９に送出することにより、音楽検索画面７０の再生音楽通知部８２に対し再
生（すなわち、ストリーミング再生）中の音楽データに対応する音楽関連情報とジャケッ
ト写真画像データに基づくジャケット写真画像を表示する。
【０１６５】
　これにより音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１にお
いてカーソルＣｕ２により指示されている音楽表示子ＳＩが示す音楽がどのような印象の
ものであるかをユーザに対し実際に聴かせて確認させることができる。また中央処理ユニ
ット６０は、データ記録再生装置２１において再生音楽通知部８２内の表示内容により、
再生（すなわち、ストリーミング再生）中の音楽データに基づく音楽の曲名等もユーザに
教えることができる。
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【０１６６】
　さらにデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、このときユーザにより入力
部３１（例えば、マウス）を介してカーソルＣｕ２により音楽検索画面７０の再生停止ボ
タン８０が押下され、これに応じて一曲再生命令が入力されると、上述と同様に音楽提供
装置２２と共に、その時点に再生（すなわち、ストリーミング再生）中の音楽データを先
頭位置から再生し直す。これにより中央処理ユニット３０は、カーソルＣｕ２により指示
している音楽表示子ＳＩが示す音楽について全体の印象を確認させることもできる。
【０１６７】
　ところで中央処理ユニット３０は、ユーザにより入力部３１（例えば、マウス）を介し
てカーソルＣｕ２により音楽検索画面７０のアルバム検索ボタン８４が押下された後、検
索条件として所望のアルバム名が入力されると、当該入力されたアルバム名を示し、検索
を要求する検索要求情報をネットワークインタフェース３６からネットワーク２３を介し
て音楽提供装置２２に送信する。このとき音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、
データ記録再生装置２１から送信された検索要求情報をネットワークインタフェース６４
で受信して取り込む。
【０１６８】
　そして中央処理ユニット６０は、その検索要求情報の示す検索条件としてのアルバム名
と、複数の音楽関連情報の内容とに基づいて、当該アルバム名のアルバムに収録された１
又は複数の音楽の音楽データを検索する。また中央処理ユニット６０は、その検索した１
又は複数の音楽データの音楽分析情報４２（すなわち、３次元空間座標）に基づき、当該
検索した１又は複数の音楽データに対応する１又は複数の音楽表示子ＳＩの２次元平面座
標を算出する。
【０１６９】
　さらに中央処理ユニット６０は、このときデータ記録再生装置２１に提供している音楽
選択画像ＳＤＩにおいて、その算出した２次元平面座標に配置された１又は複数の音楽表
示子ＳＩを他とは異なる表示状態（例えば、表示色）に変更する。このようにして中央処
理ユニット６０は、検索条件に応じて加工した音楽選択画像ＳＤＩの音楽選択画像データ
をネットワークインタフェース６４からネットワーク２３を介してデータ記録再生装置２
１に送信する。
【０１７０】
　従ってデータ記録再生装置２１において中央処理ユニット３０は、音楽提供装置２２か
ら送信された音楽選択画像データをネットワークインタフェース３６で受信して取り込む
。そして中央処理ユニット３０は、かかる音楽選択画像データを表示部３９に送出するこ
とにより、図２６に示すように、音楽検索画面７０内に、検索条件で検索された音楽を示
す１又は複数の音楽表示子ＳＩが他とは異なる表示状態に変更された音楽選択画像ＳＤＩ
を表示する。これにより音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装
置２１においてユーザに対し、検索条件として指定されたアルバムにどのような印象の音
楽が収録されているかを容易にかつ的確に提示し得るようになされている。
【０１７１】
　これに加えて中央処理ユニット６０は、ハードディスクドライブ６２から、このとき検
索した１又は複数の音楽の音楽データを順次読み出す。そして中央処理ユニット６０は、
その音楽データから特徴対応部分を切り出してストリーミング形式でネットワークインタ
フェース６４からネットワーク２３を介してデータ記録再生装置２１に送信する。これに
より中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１において、検索条件としてのアル
バムで検索した音楽データの特徴対応部分を再生させる。従って中央処理ユニット６０は
、データ記録再生装置２１においてユーザに対し、検索条件として指定されたアルバムに
収録されている音楽を実際に聴かせて、どのような印象の音楽であるかを確認させること
ができる。
【０１７２】
　またデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、ユーザにより入力部３１（例
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えば、マウス）を介してカーソルＣｕ２により音楽検索画面７０のアーティスト検索ボタ
ン８５が押下された後、検索条件として所望のアーティスト名が入力されると、同様にそ
のアーティスト名を示し、検索を要求する検索要求情報をネットワークインタフェース３
６からネットワーク２３を介して音楽提供装置２２に送信する。そして音楽提供装置２２
の中央処理ユニット６０は、このときも上述と同様に、検索条件としてのアーティスト名
により音楽を検索し、その検索結果に応じて音楽選択画像データを加工してデータ記録再
生装置２１に提供する。
【０１７３】
　よってデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、このときも音楽検索画面７
０内に、検索条件で検索された音楽を示す１又は複数の音楽表示子ＳＩが他とは異なる表
示状態に変更された音楽選択画像ＳＤＩを表示する。これにより音楽提供装置２２の中央
処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１においてユーザに対し、検索条件として指
定されたアーティストの１又は複数の音楽がどのような印象であるかも容易にかつ的確に
提示し得るようになされている。
【０１７４】
　これに加えて中央処理ユニット６０は、このときにもデータ記録再生装置２１において
、検索条件としてのアーティストで検索した音楽データの特徴対応部分を再生させる。従
って中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１においてユーザに対し、検索条件
として指定されたアーティストの音楽を実際に聴かせて、どのような印象の音楽であるか
を確認させることもできる。
【０１７５】
　さらにデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、ユーザにより入力部３１（
例えば、マウス）を介してカーソルＣｕ２により音楽検索画面７０のランダム選択ボタン
８３が押下されると、音楽をランダムに選択するように要求するランダム選択要求情報を
ネットワークインタフェース３６からネットワーク２３を介して音楽提供装置２２に送信
する。このとき音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１か
ら送信されたランダム選択要求情報をネットワークインタフェース６４で受信して取り込
む。
【０１７６】
　そして中央処理ユニット６０は、そのランダム選択要求情報に応じて、このときデータ
記録再生装置２１に提供している音楽選択画像ＳＤＩ内で、複数の音楽表示子ＳＩの中か
らランダムに所定数の音楽表示子ＳＩを選択すると共に、当該選択した所定数の音楽表示
子ＳＩを他とは異なる表示状態（例えば、表示色）に変更する。このようにして中央処理
ユニット６０は、音楽をランダムに選択する要求に応じて加工した音楽選択画像ＳＤＩの
音楽選択画像データをネットワークインタフェース６４からネットワーク２３を介してデ
ータ記録再生装置２１に送信する。
【０１７７】
　従ってデータ記録再生装置２１において中央処理ユニット３０は、音楽提供装置２２か
ら送信された音楽選択画像データをネットワークインタフェース３６で受信して取り込む
。そして中央処理ユニット３０は、かかる音楽選択画像データを表示部３９に送出するこ
とにより、音楽検索画面７０内に、ランダムに選択された音楽を示す所定数の音楽表示子
ＳＩが他とは異なる表示状態に変更された音楽選択画像ＳＤＩを表示する。
【０１７８】
　これに加えて音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、ハードディスクドライブ６
２から、このとき選択した所定数の音楽データを順次読み出す。そして中央処理ユニット
６０は、その音楽データから特徴対応部分を切り出してストリーミング形式でネットワー
クインタフェース６４からネットワーク２３を介してデータ記録再生装置２１に送信する
。これにより中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１において、ランダムに選
択した所定数の音楽データの特徴対応部分を再生させる。従って中央処理ユニット６０は
、ユーザに対しランダムに選択した所定数の音楽を実際に聴かせて、紹介することができ
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る。
【０１７９】
　次いで、図２７に示すフローチャートを用いて、上述したデータ記録再生装置２１によ
り音楽選択画像ＳＤＩを生成する画像生成処理手順ＲＴ１について説明する。データ記録
再生装置２１の中央処理ユニット３０は、例えばユーザにより入力部３１を介して電源オ
フ命令が入力されスタンバイ状態に移行すると、ＲＯＭ３２又はハードディスクドライブ
３３に記録している表示プログラムに従い図２７に示す画像生成処理手順ＲＴ１を開始す
る。中央処理ユニット３０は、かかる画像生成処理手順ＲＴ１を開始すると、ステップＳ
Ｐ１においてハードディスクドライブ３３から音楽分析情報４２を読み出す。そして中央
処理ユニット３０は、音楽分析情報４２に含まれる第１、第２及び第３の印象項目値ＳＰ
、ＥＬ及びＮＥを３次元空間座標とし、その３次元空間座標に音楽表示子ＳＩを配置して
３次元空間画像ＴＤＩを生成し、次のステップＳＰ２に移る。
【０１８０】
　ステップＳＰ２において中央処理ユニット３０は、３次元空間画像ＴＤＩをそれぞれ異
なる視点から見たように２次元平面上に投影して複数の２次元平面画像でなる音楽選択画
像ＳＤＩを生成して、次のステップＳＰ３に移る。ただし中央処理ユニット３０は、この
とき音楽選択画像ＳＤＩ毎に、対応する視点を基準にした３次元空間画像ＴＤＩ内の複数
の音楽表示子ＳＩそれぞれの配置位置（すなわち、視点からの距離）に応じて、これら複
数の音楽表示子ＳＩの遠近を表現するように当該音楽表示子ＳＩの表示状態を設定する。
【０１８１】
　ステップＳＰ３において中央処理ユニット３０は、このようにして生成した複数の音楽
選択画像ＳＤＩをそれぞれ音楽選択画像データとしてハードディスクドライブ３３に記録
した後、次のステップＳＰ４に移る。これによりステップＳＰ４において中央処理ユニッ
ト３０は、画像生成処理手順ＲＴ１を終了する。
【０１８２】
　次いで図２８に示すフローチャートを用いて、データ記録再生装置２１で音楽選択画像
ＳＤＩを表示する第１の表示処理手順ＲＴ２について説明する。中央処理ユニット３０は
、ユーザにより入力部３１を介して音楽選択要求が入力されると、表示プログラムに従い
図２８に示す第１の表示処理手順ＲＴ２を開始する。中央処理ユニット３０は、かかる第
１の表示処理手順ＲＴ２を開始すると、ステップＳＰ１１においてハードディスクドライ
ブ３３から基準視点を用いて生成した音楽選択画像データと、音楽検索画面データを読み
出す。そして中央処理ユニット３０は、音楽検索画面データに音楽選択画像データを合成
して表示部３９に送出する。これにより中央処理ユニット３０は、表示部３９に、音楽選
択画像ＳＤＩを嵌め込んだ音楽検索画面４５を表示して、次のステップＳＰ１２に移る。
【０１８３】
　ステップＳＰ１２において中央処理ユニット３０は、３次元空間画像ＴＤＩを見るため
の視点を変更するように指示されたか否かを判別する。このステップＳＰ１２において肯
定結果が得られると、このことはユーザにより、音楽検索画面４５内に表示している音楽
選択画像ＳＤＩを、当該音楽選択画像ＳＤＩを生成したときの視点とは異なる視点から３
次元空間画像ＴＤＩを見たように生成した音楽選択画像ＳＤＩに変更するように要求され
たことを表している。従って中央処理ユニット３０は、かかる肯定結果を得ると、次のス
テップＳＰ１３に移る。
【０１８４】
　ステップＳＰ１３において中央処理ユニット３０は、ハードディスクドライブ３３から
ユーザにより選択された変更後の視点に対応する音楽選択画像データを読み出す。そして
中央処理ユニット３０は、音楽検索画面データにその音楽選択画像データを合成し直して
表示部３９に送出する。これにより中央処理ユニット３０は、表示部３９に表示している
音楽検索画面４５において、視点変更前の音楽選択画像ＳＤＩを、ユーザにより選択され
た変更後の視点から３次元空間画像ＴＤＩを見たように生成した音楽選択画像ＳＤＩに切
り替えて、次のステップＳＰ１４に移る。
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【０１８５】
　ステップＳＰ１４において中央処理ユニット３０は、音楽検索画面４５の音楽選択画像
ＳＤＩ上で、ユーザにより任意に選択位置が選択されたか否かを判別する。このステップ
ＳＰ１４において肯定結果が得られると、このことはユーザにより音楽選択画像ＳＤＩ上
で好みの印象の音楽を選択するために選択位置が任意に選択されたことを表している。従
って中央処理ユニット３０は、かかる肯定結果を得ると、次のステップＳＰ１５に移る。
【０１８６】
　ステップＳＰ１５において中央処理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ内で選択位置
を中心にした拡大対象部分ＳＤＡを検出し、当該拡大対象部分ＳＤＡ内で、選択位置と最
も近い音楽表示子ＳＩを、ユーザにより選択位置として選択された選択音楽を示す選択音
楽表示子ＳＩ１として検出する。また中央処理ユニット３０は、拡大対象部分ＳＤＡで検
出した選択音楽表示子ＳＩ１の２次元平面座標を３次元空間座標に戻し、３次元空間画像
ＴＤＩ内で当該選択音楽表示子ＳＩ１の３次元空間座標を中心とする音楽検索領域ＭＲＡ
を検出する。そして中央処理ユニット３０は、音楽検索領域ＭＲＡ内で選択音楽表示子Ｓ
Ｉ１と最も近い音楽表示子ＳＩから順に遠い音楽表示子ＳＩへと予め選定された基準選択
数の音楽表示子ＳＩをユーザにより選択される可能性の高い候補音楽を示す候補音楽表示
子ＳＩ２乃至ＳＩ１１として選択して、次のステップＳＰ１６に移る。
【０１８７】
　ステップＳＰ１６において中央処理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ内の拡大対象
部分ＳＤＡにおいて選択音楽表示子ＳＩ１及び複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１
を他の複数の音楽表示子ＳＩｎとは異なる表示状態にすると共に、その拡大対象部分ＳＤ
Ａを拡大して音楽選択拡大画像ＳＤＷを生成し、次のステップＳＰ１７移る。そしてステ
ップＳＰ１７において中央処理ユニット３０は、音楽検索画面データに対し、その音楽選
択拡大画像ＳＤＷのデータを合成して表示部３９に送出する。これにより中央処理ユニッ
ト３０は、表示部３９に表示している音楽検索画面４５において音楽選択画像ＳＤＩを音
楽選択拡大画像ＳＤＷに切り替える。また中央処理ユニット３０は、このとき選択音楽表
示子ＳＩ１及び複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１に対応する複数の音楽データの
連続的な再生と、再生音楽通知部５２への再生中の音楽データに対応する音楽関連情報の
表示とを開始して、次のステップＳＰ１８に移る。
【０１８８】
　ステップＳＰ１８において中央処理ユニット３０は、音楽検索画面４５の表示を終了す
るか否かを判別する。ステップＳＰ１８において否定結果が得られると、このことはユー
ザにより音楽検索画面４５を利用して所望の音楽が選択されている途中であることを表し
ている。従って中央処理ユニット３０は、かかる否定結果を得ると、ステップＳＰ１２に
戻る。
【０１８９】
　因みに上述したステップＳＰ１２において否定結果が得られると、このことは例えばユ
ーザにより、音楽検索画面４５内の音楽選択画像ＳＤＩを変更しなくても、その音楽選択
画像ＳＤＩ上で任意に選択位置が選択されること、又はユーザにより視点を変更するか選
択位置を選択するかを判断するために音楽検索画面４５内の音楽選択画像ＳＤＩが見られ
ている途中であることを表している。従って中央処理ユニット３０は、かかる否定結果を
得ると、次のステップＳＰ１３を飛ばしてステップＳＰ１４に移る。
【０１９０】
　またステップＳＰ１４において否定結果が得られると、このことはユーザにより視点を
変更するか選択位置を選択するかを判断するために音楽検索画面４５内の音楽選択画像Ｓ
ＤＩが見られている途中であることを表している。従って中央処理ユニット３０は、かか
る否定結果を得ると、ステップＳＰ１８に移る。
【０１９１】
　このようにして中央処理ユニット３０は、ユーザに対し複数の音楽それぞれの印象を音
楽選択画像ＳＤＩにおける音楽表示子ＳＩの配置位置として教えることができる。また中
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央処理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ上で実際に選択位置として音楽表示子ＳＩが
選択されると、その選択された音楽表示子ＳＩが示す選択音楽を実際に聴かせて、ユーザ
の好みの印象に合った（又は近い）音楽であるかどうかを確認させることもできる。よっ
て中央処理ユニット３０は、ユーザに対し、このような音楽選択画像ＳＤＩ内の複数の音
楽表示子ＳＩの配置位置や、音楽表示子ＳＩが示す音楽の聴取により、好みの印象の音楽
を的確に選択させることができる。
【０１９２】
　そしてステップＳＰ１８において肯定結果が得られると、このことは例えばユーザによ
り所望の音楽が選択され音楽検索画面４５の表示を終了するように要求されたことを表し
ている。従って中央処理ユニット３０は、かかる肯定結果を得ると、次のステップＳＰ１
９に移り、第１の表示処理手順ＲＴ２を終了する。
【０１９３】
　次いで、図２９に示すフローチャートを用いて、データ記録再生装置２１でユーザに音
楽を紹介する音楽紹介処理手順ＲＴ３について説明する。中央処理ユニット３０は、表示
部３９に音楽検索画面４５を表示すると、表示プログラムに従い図２９に示す音楽紹介処
理手順ＲＴ３を開始する。中央処理ユニット３０は、かかる音楽紹介処理手順ＲＴ３を開
始すると、ステップＳＰ２１においてユーザによるマウスの操作に応じて音楽検索画面４
５の音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ１を移動させ
ることを待ち受ける。そして中央処理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選
択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ１の移動を開始すると、次のステップＳＰ２２に移
る。
【０１９４】
　ステップＳＰ２２において中央処理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選
択拡大画像ＳＤＷ）上でのカーソルＣｕ１の移動を停止させることを待ち受ける。そして
中央処理ユニット３０は、ユーザによるマウスの操作の停止に応じて音楽選択画像ＳＤＩ
（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ１の移動を停止させると、次のステッ
プＳＰ２３に移る。ステップＳＰ２３において中央処理ユニット３０は、音楽選択画像Ｓ
ＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ１の移動を停止させた時点の、当
該カーソルＣｕ１の先端指示位置の２次元平面座標を一時記録すると共に、タイマにより
計時を開始して、次のステップＳＰ２４に移る。
【０１９５】
　ステップＳＰ２４において中央処理ユニット３０は、タイマの計時時間が、紹介待ち時
間に達したか否かを判別し、当該計時時間が未だ紹介待ち時間に達してはいないと、ステ
ップＳＰ２５に移る。そしてステップＳＰ２５において中央処理ユニット３０は、音楽選
択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上で再びカーソルＣｕ１を移動させるか否
かを判別する。このステップＳＰ２５において肯定結果が得られると、このことはカーソ
ルＣｕ１の移動を停止させた時点から紹介待ち時間に達する前に、再びユーザによりマウ
スが操作され、これに応じて音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカ
ーソルＣｕ１を移動させ始めることを表している。従って中央処理ユニット３０は、かか
る肯定結果を得ると、ステップＳＰ２２に戻る。
【０１９６】
　これに対してステップＳＰ２５において否定結果が得られると、このことは音楽選択画
像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ１の移動を停止させた時点か
ら、ユーザによりマウスが何ら操作されてはいないことを表している。従って中央処理ユ
ニット３０は、かかる否定結果を得ると、ステップＳＰ２４に戻る。すなわち中央処理ユ
ニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ１
の移動を停止させると、そのカーソルＣｕ１を移動させないまま、タイマの計時時間が紹
介待ち時間に達するかどうかを監視している。そしてステップＳＰ２４において肯定結果
が得られると、このことは音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカー
ソルＣｕ１の移動を停止させた時点から、そのカーソルＣｕ１を移動させないままタイマ
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の計時時間が紹介待ち時間に達したことを表している。従って中央処理ユニット３０は、
かかる肯定結果を得ると、次のステップＳＰ２６に移る。
【０１９７】
　ステップＳＰ２６において中央処理ユニット３０は、一時記録していた先端指示位置の
２次元平面座標と、複数の音楽表示子ＳＩの２次元平面座標とに基づき、音楽選択画像Ｓ
ＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上で先端指示位置と最も近い音楽表示子ＳＩを検出
して、次のステップＳＰ２７に移る。ステップＳＰ２７において中央処理ユニット３０は
、音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上で、カーソルＣｕ１の先端指示
位置と最も近い音楽表示子ＳＩに対応するジャケット写真画像５５を重ねて表示して、次
のステップＳＰ２８に移る。
【０１９８】
　ステップＳＰ２８において中央処理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選
択拡大画像ＳＤＷ）にジャケット写真画像５５を重ねて表示したとき、当該ジャケット写
真画像５５に対応する音楽データとは異なる他の音楽データを再生中であるか否かを判別
する。このステップＳＰ２８において肯定結果が得られると、このことは例えば選択音楽
や複数の候補音楽の音楽データの再生中に、ユーザによるマウスの操作に応じて音楽選択
画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ１を移動させた後、停止さ
せたことを表している。従って中央処理ユニット３０は、かかる肯定結果を得ると、次の
ステップＳＰ２９に移る。
【０１９９】
　ステップＳＰ２９において中央処理ユニット３０は、ジャケット写真画像５５の表示開
始時点からタイマにより計時を開始していた計時時間が表示終了時間に達したか否かを判
別し、当該計時時間が未だ表示終了時間に達してはいないと、ジャケット写真画像５５の
表示を継続したまま、ステップＳＰ３０に移る。そしてステップＳＰ３０において中央処
理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上で再びカーソ
ルＣｕ１を移動させるか否かを判別する。このステップＳＰ３０において肯定結果が得ら
れると、このことはジャケット写真画像５５の表示開始時点から表示終了時間に達する前
に、ユーザによりマウスが操作され、これに応じて音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡
大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ１を移動させ始めることを表している。従って中央処理
ユニット３０は、かかる肯定結果を得ると、ジャケット写真画像５５の表示を強制的に終
了して、ステップＳＰ２２に戻る。
【０２００】
　これに対してステップＳＰ３０において否定結果が得られると、このことはジャケット
写真画像５５の表示開始時点から、ユーザによりマウスが何ら操作されてはいないことを
表している。従って中央処理ユニット３０は、かかる否定結果を得ると、ジャケット写真
画像５５の表示を継続したまま、ステップＳＰ２９に戻る。すなわち中央処理ユニット３
０は、ジャケット写真画像５５の表示を開始すると、カーソルＣｕ１を移動させないまま
、タイマの計時時間が表示終了時間に達するかどうかを監視している。そしてステップＳ
Ｐ２９において肯定結果が得られると、このことはジャケット写真画像５５の表示開始時
点から、カーソルＣｕ１を移動させないままタイマの計時時間が表示終了時間に達したこ
とを表している。従って中央処理ユニット３０は、かかる肯定結果を得ると、ジャケット
写真画像５５の表示を終了して、次のステップＳＰ３１に移る。
【０２０１】
　ステップＳＰ３１において中央処理ユニット３０は、音楽検索画面４５の表示を終了す
るか否かを判別する。このステップＳＰ３１において否定結果が得られると、このことは
ユーザにより音楽検索画面４５を利用して所望の音楽が選択されている途中であることを
表している。従って中央処理ユニット３０は、かかる否定結果を得ると、ステップＳＰ２
１に戻る。また上述したステップＳＰ２８において否定結果が得られると、このことは何
ら音楽データを再生してはいない状態でユーザによるマウスの操作に応じて音楽選択画像
ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ１を移動させた後、停止させた
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ことを表している。従って中央処理ユニット３０は、かかる否定結果を得ると、ステップ
ＳＰ３２に移る。
【０２０２】
　そしてステップＳＰ３２において中央処理ユニット３０は、ジャケット写真画像５５に
対応する音楽データの特徴対応部分を再生すると共に、再生音楽通知部５２に対し当該音
楽データに対応する音楽関連情報を表示して、次のステップＳＰ３１に移る。そしてステ
ップＳＰ３１において肯定結果が得られると、このことは例えばユーザにより所望の音楽
が選択され音楽検索画面４５の表示を終了するように要求されたことを表している。従っ
て中央処理ユニット３０は、かかる肯定結果を得ると、次のステップＳＰ３３に移り、音
楽紹介処理手順ＲＴ３を終了する。
【０２０３】
　ところで音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、図２７について上述した画像生
成処理手順ＲＴ１と同様の処理を実行することにより、多数の音楽データをもとに３次元
空間画像ＴＤＩを生成すると共に、異なる視点を用いて複数の音楽選択画像ＳＤＩを生成
している。そして中央処理ユニット６０は、このような複数の音楽選択画像ＳＤＩを音楽
選択画像データとしてハードディスクドライブ６２に記録すると、データ記録再生装置２
１と連携してユーザに所望の音楽を選択させる音楽選択処理を実行し得るようになる。
【０２０４】
　従って次には、図３０に示すフローチャートを用いて、音楽提供装置２２とデータ記録
再生装置２１とが連携して実行する音楽選択処理手順について説明する。この場合、まず
データ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、ユーザにより入力部３１を介して音
楽検索画面７０を取得するように命令する検索画面取得命令が入力されると、表示プログ
ラムに従い図３０（Ａ）に示す第２の表示処理手順ＲＴ４を開始する。中央処理ユニット
３０は、かかる第２の表示処理手順ＲＴ４を開始すると、ステップＳＰ４１において検索
画面要求情報を音楽提供装置２２に送信して、次のステップＳＰ４２に移る。
【０２０５】
　音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１との通信接続が
確立すると、ＲＯＭ６１又はハードディスクドライブ６２に記録している画像提供プログ
ラムに従い図３０（Ｂ）に示す第１の画像提供処理手順ＲＴ５を開始する。中央処理ユニ
ット６０は、かかる第１の画像提供処理手順ＲＴ５を開始すると、ステップＳＰ６１にお
いてデータ記録再生装置２１から送信された検索画面要求情報を受信する。そして中央処
理ユニット６０は、検索画面要求情報の受信に応じて、ハードディスクドライブ６２から
基準視点を用いて生成した音楽選択画像データ及び投影軸画像データと、音楽検索画面デ
ータとを読み出し、当該読み出した音楽検索画面データに音楽選択画像データ及び投影軸
画像データを合成しデータ記録再生装置２１に送信して、次のステップＳＰ６２に移る。
【０２０６】
　このときステップＳＰ４２においてデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は
、音楽提供装置２２から送信された音楽検索画面データを受信して表示部３９に送出する
。これにより中央処理ユニット３０は、表示部３９に、音楽選択画像ＳＤＩ及び投影軸画
像ＡＸを嵌め込んだ音楽検索画面７０を表示して、次のステップＳＰ４３に移る。ステッ
プＳＰ４３において中央処理ユニット３０は、３次元空間画像ＴＤＩを見るための視点を
変更するように指示されたか否かを判別する。このステップＳＰ４３において肯定結果が
得られると、このことはユーザにより、音楽検索画面７０内に表示している音楽選択画像
ＳＤＩを、当該音楽選択画像ＳＤＩを生成したときの視点とは異なる視点から３次元空間
画像ＴＤＩを見たように生成した音楽選択画像ＳＤＩに変更するように要求されたことを
表している。従って中央処理ユニット３０は、かかる肯定結果を得ると、次のステップＳ
Ｐ４４に移る。
【０２０７】
　ステップＳＰ４４において中央処理ユニット３０は、音楽検索画面７０上でユーザによ
り選択された視点の変更方向を示し、３次元空間画像ＴＤＩの視点を変更するように要求
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する視点変更要求情報を音楽提供装置２２に送信して、次のステップＳＰ４５に移る。こ
のときステップＳＰ６２において音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記
録再生装置２１から送信された視点変更要求情報を受信する。そして中央処理ユニット６
０は、このときデータ記録再生装置２１で表示されている音楽選択画像ＳＤＩに対応する
視点位置定義情報と、視点変更要求情報の示す視点の変更方向とに基づき変更後の視点を
検出する。よって中央処理ユニット６０は、ハードディスクドライブ６２から変更後の視
点に対応する音楽選択画像データ及び投影軸画像データを読み出しデータ記録再生装置２
１に送信して、次のステップＳＰ６３に移る。
【０２０８】
　このときステップＳＰ４５においてデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は
、音楽提供装置２２から送信された音楽選択画像データ及び投影軸画像データを受信して
表示部３９に送出する。これにより中央処理ユニット３０は、表示部３９に表示している
音楽検索画面７０において、視点変更前の音楽選択画像ＳＤＩを、ユーザにより選択され
た変更後の視点から３次元空間画像ＴＤＩを見たように生成された音楽選択画像ＳＤＩに
切り替えると共に、投影軸画像ＡＸも視点変更前のものから視点変更後のものへと切り替
えて、次のステップＳＰ４６に移る。
【０２０９】
　ステップＳＰ４６において中央処理ユニット３０は、音楽検索画面７０の音楽選択画像
ＳＤＩ上で、ユーザにより任意に選択位置が選択されたか否かを判別する。このステップ
ＳＰ４６において肯定結果が得られると、このことはユーザにより音楽選択画像ＳＤＩ上
で好みの印象の音楽を選択するために選択位置が任意に選択されたことを表している。従
って中央処理ユニット３０は、かかる肯定結果を得ると、次のステップＳＰ４７に移る。
そしてステップＳＰ４７において中央処理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ上でユー
ザにより選択された選択位置の２次元平面座標を示す選択位置情報を音楽提供装置２２に
送信して、次のステップＳＰ４８に移る。
【０２１０】
　このときステップＳＰ６３において音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、デー
タ記録再生装置２１から送信された選択位置情報を受信する。そして中央処理ユニット６
０は、このときデータ記録再生装置２１に提供している音楽選択画像ＳＤＩ内で選択位置
を中心にした拡大対象部分ＳＤＡを検出し、当該拡大対象部分ＳＤＡ内で、選択位置と最
も近い音楽表示子ＳＩを、ユーザにより選択位置として選択された選択音楽を示す選択音
楽表示子ＳＩ１として検出する。また中央処理ユニット６０は、拡大対象部分ＳＤＡで検
出した選択音楽表示子ＳＩ１の２次元平面座標を３次元空間座標に戻し、３次元空間画像
ＴＤＩ内で当該選択音楽表示子ＳＩ１の３次元空間座標を中心とする音楽検索領域ＭＲＡ
を検出する。そして中央処理ユニット６０は、音楽検索領域ＭＲＡ内で選択音楽表示子Ｓ
Ｉ１と最も近い音楽表示子ＳＩから順に遠い音楽表示子ＳＩへと予め選定された基準選択
数の音楽表示子ＳＩをユーザにより選択される可能性の高い候補音楽を示す候補音楽表示
子ＳＩ２乃至ＳＩ１１として選択して、次のステップＳＰ６４に移る。
【０２１１】
　ステップＳＰ６４において中央処理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ内の拡大対象
部分ＳＤＡにおいて選択音楽表示子ＳＩ１及び複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１
を他の複数の音楽表示子ＳＩｎとは異なる表示状態にすると共に、その拡大対象部分ＳＤ
Ａを拡大して音楽選択拡大画像ＳＤＷを生成して、次のステップＳＰ６５移る。
【０２１２】
　そしてステップＳＰ６５において中央処理ユニット６０は、音楽選択拡大画像ＳＤＷを
音楽選択拡大画像データとしてデータ記録再生装置２１に送信する。また中央処理ユニッ
ト６０は、このときハードディスクドライブ６２から選択音楽表示子ＳＩ１及び複数の候
補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１に対応する複数の音楽データを順番に読み出すようにし
て、当該読み出した音楽データのデータ記録再生装置２１への送信も開始する。さらに中
央処理ユニット６０は、このときハードディスクドライブ６２から選択音楽表示子ＳＩ１
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及び複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１に対応する複数の音楽関連情報も順番に読
み出すようにして、当該読み出した音楽関連情報のデータ記録再生装置２１への送信も開
始して、次のステップＳＰ６６に移る。
【０２１３】
　このときステップＳＰ４８においてデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は
、音楽提供装置２２から送信された音楽選択拡大画像データを受信して表示部３９に送出
する。これにより中央処理ユニット３０は、表示部３９に表示している音楽検索画面７０
において音楽選択画像ＳＤＩを音楽選択拡大画像ＳＤＷに切り替えて表示する。また中央
処理ユニット３０は、このとき音楽提供装置２２から送信された音楽データを受信しなが
ら再生を開始する。また中央処理ユニット３０は、このとき音楽提供装置２２から送信さ
れた音楽関連情報についても受信を開始して表示部３９に送出することにより、再生音楽
通知部８２に対する再生中の音楽データに対応する音楽関連情報の表示も開始して、次の
ステップＳＰ４９に移る。
【０２１４】
　ステップＳＰ４９において中央処理ユニット３０は、音楽検索画面７０の表示を終了す
るか否かを判別する。このステップＳＰ４９において否定結果が得られると、このことは
ユーザにより音楽検索画面７０を利用して所望の音楽が選択されている途中であることを
表している。従って中央処理ユニット３０は、かかる否定結果を得ると、ステップＳＰ４
３に戻る。
【０２１５】
　因みに上述したステップＳＰ４３において否定結果が得られると、このことは例えばユ
ーザにより、音楽検索画面７０内の音楽選択画像ＳＤＩを変更しなくても、その音楽選択
画像ＳＤＩ上で任意に選択位置が選択されること、又はユーザにより視点を変更するか選
択位置を選択するかを判断するために音楽検索画面７０内の音楽選択画像ＳＤＩが見られ
ている途中であることを表している。従って中央処理ユニット３０は、かかる否定結果を
得ると、ステップＳＰ４６に移る。
【０２１６】
　またステップＳＰ４６において否定結果が得られると、このことはユーザにより視点を
変更するか選択位置を選択するかを判断するために音楽検索画面７０内の音楽選択画像Ｓ
ＤＩが見られている途中であることを表している。従って中央処理ユニット３０は、かか
る否定結果を得ると、ステップＳＰ４９に移る。
【０２１７】
　このようにして音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１
の中央処理ユニット３０と連携してユーザに対し複数の音楽それぞれの印象を音楽選択画
像ＳＤＩにおける音楽表示子ＳＩの配置位置として教えることができる。また音楽提供装
置２２の中央処理ユニット６０は、音楽選択画像ＳＤＩ上で実際に選択位置として音楽表
示子ＳＩが選択されると、その選択された音楽表示子ＳＩが示す選択音楽を実際に聴かせ
て、ユーザの好みの印象に合った（又は近い）音楽であるかどうかを確認させることもで
きる。よって音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、ユーザに対し、このような音
楽選択画像ＳＤＩ内の複数の音楽表示子ＳＩの配置位置や、音楽表示子ＳＩの示す音楽の
聴取により、好みの印象の音楽を的確に選択させることができる。
【０２１８】
　そしてステップＳＰ４９において肯定結果が得られると、このことは例えばユーザによ
り所望の音楽が選択され音楽検索画面７０の表示を終了するように要求されたことを表し
ている。従って中央処理ユニット３０は、かかる肯定結果を得ると、次のステップＳＰ５
０に移り、第２の表示処理手順ＲＴ４を終了する。
【０２１９】
　ところでステップＳＰ６６において音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、デー
タ記録再生装置２１に対する音楽データの送信が終了することを待ち受け、音楽データの
送信が終了すると、次のステップＳＰ６７に移り、第１の画像提供処理手順ＲＴ５を終了
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する。これにより音楽提供装置２２及びデータ記録再生装置２１は、音楽選択処理手順を
すべて終了する。
【０２２０】
　次いで、図３１及び図３２に示すフローチャートを用いて、音楽提供装置２２とデータ
記録再生装置２１とが連携してユーザに音楽を紹介する音楽紹介処理手順について説明す
る。この場合、まずデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、表示部３９に音
楽提供装置２２から提供された音楽検索画面７０を表示すると、表示プログラムに従い図
３１及び図３２（Ａ）に示す第３の表示処理手順ＲＴ６を開始する。中央処理ユニット３
０は、かかる第３の表示処理手順ＲＴ６を開始すると、ステップＳＰ７１においてユーザ
によるマウスの操作に応じて音楽検索画面７０の音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大
画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ２を移動させることを待ち受ける。そして中央処理ユニッ
ト３０は、音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ２の移
動を開始すると、次のステップＳＰ７２に移る。
【０２２１】
　ステップＳＰ７２において中央処理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選
択拡大画像ＳＤＷ）上でのカーソルＣｕ２の移動を停止させることを待ち受ける。そして
中央処理ユニット３０は、ユーザによるマウスの操作の停止に応じて音楽選択画像ＳＤＩ
（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ２の移動を停止させると、次のステッ
プＳＰ７３に移る。ステップＳＰ７３において中央処理ユニット３０は、音楽選択画像Ｓ
ＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ２の移動を停止させた時点の、当
該カーソルＣｕ２の先端指示位置の２次元平面座標を一時記録すると共に、タイマにより
計時を開始して、次のステップＳＰ７４に移る。
【０２２２】
　ステップＳＰ７４において中央処理ユニット３０は、タイマの計時時間が、紹介待ち時
間に達したか否かを判別し、当該計時時間が未だ紹介待ち時間に達してはいないと、ステ
ップＳＰ７５に移る。そしてステップＳＰ７５において中央処理ユニット３０は、音楽選
択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上で再びカーソルＣｕ２を移動させるか否
かを判別する。このステップＳＰ７５において肯定結果が得られると、このことはカーソ
ルＣｕ２の移動を停止させた時点から紹介待ち時間に達する前に、再びユーザによりマウ
スが操作され、これに応じて音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカ
ーソルＣｕ２を移動させ始めることを表している。従って中央処理ユニット３０は、かか
る肯定結果を得ると、ステップＳＰ７２に戻る。
【０２２３】
　これに対してステップＳＰ７５において否定結果が得られると、このことは音楽選択画
像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ２の移動を停止させた時点か
ら、ユーザによりマウスが何ら操作されてはいないことを表している。従って中央処理ユ
ニット３０は、かかる否定結果を得ると、ステップＳＰ７４に戻る。すなわち中央処理ユ
ニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ２
の移動を停止させると、そのカーソルＣｕ２を移動させないまま、タイマの計時時間が紹
介待ち時間に達するかどうかを監視している。
【０２２４】
　そしてステップＳＰ７４において肯定結果が得られると、このことは音楽選択画像ＳＤ
Ｉ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ２の移動を停止させた時点から、そ
のカーソルＣｕ２を移動させないままタイマの計時時間が紹介待ち時間に達したことを表
している。従って中央処理ユニット３０は、かかる肯定結果を得ると、次のステップＳＰ
７６に移る。これによりステップＳＰ７６において中央処理ユニット３０は、音楽選択画
像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ２の移動を停止させた時点の
先端指示位置の２次元平面座標を示し、ジャケット写真画像データを要求する写真要求情
報を音楽提供装置２２に送信して、次のステップＳＰ７７に移る。
【０２２５】
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　音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１との通信接続が
確立すると、画像提供プログラムに従い図３１及び図３２（Ｂ）に示す第２の画像提供処
理手順ＲＴ７を開始する。中央処理ユニット６０は、かかる第２の画像提供処理手順ＲＴ
７を開始すると、ステップＳＰ９１においてデータ記録再生装置２１から送信された写真
要求情報を受信する。そして中央処理ユニット６０は、写真要求情報が示す先端指示位置
の２次元平面座標と、このときデータ記録再生装置２１に提供している音楽選択画像ＳＤ
Ｉ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）内の複数の音楽表示子ＳＩの２次元平面座標とに基づ
き、当該先端指示位置と最も近い音楽表示子ＳＩを検出して、次のステップＳＰ９２に移
る。そしてステップＳＰ９２において中央処理ユニット６０は、ハードディスクドライブ
６２から、その検出した音楽表示子ＳＩに対応するジャケット写真画像データを読み出し
データ記録再生装置２１に送信して、次のステップＳＰ９３に移る。
【０２２６】
　このときステップＳＰ７７においてデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は
、音楽提供装置２２から送信されたジャケット写真画像データを受信して表示部３９に送
出する。これにより中央処理ユニット３０は、表示部３９に表示している音楽検索画面７
０において音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上にジャケット写真画像
８７を重ねて表示して、次のステップＳＰ７８に移る。
【０２２７】
　ステップＳＰ７８において中央処理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選
択拡大画像ＳＤＷ）にジャケット写真画像８７を重ねて表示したとき、当該ジャケット写
真画像８７に対応する音楽データとは異なる他の音楽データを再生中であるか否かを判別
する。このステップＳＰ７８において肯定結果が得られると、このことは例えば選択音楽
や複数の候補音楽の音楽データの再生中に、ユーザによるマウスの操作に応じて音楽選択
画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ２を移動させた後、停止さ
せたことを表している。従って中央処理ユニット３０は、かかる肯定結果を得ると、次の
ステップＳＰ７９に移る。
【０２２８】
　ステップＳＰ７９において中央処理ユニット３０は、ジャケット写真画像８７の表示開
始時点からタイマにより計時を開始していた計時時間が表示終了時間に達したか否かを判
別し、当該計時時間が未だ表示終了時間に達してはいないと、ジャケット写真画像８７の
表示を継続したまま、ステップＳＰ８０に移る。そしてステップＳＰ８０において中央処
理ユニット３０は、音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上で再びカーソ
ルＣｕ２を移動させるか否かを判別する。このステップＳＰ８０において肯定結果が得ら
れると、このことはジャケット写真画像８７の表示開始時点から表示終了時間に達する前
に、ユーザによりマウスが操作され、これに応じて音楽選択画像ＳＤＩ（又は音楽選択拡
大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ２を移動させ始めることを表している。従って中央処理
ユニット３０は、かかる肯定結果を得ると、ジャケット写真画像８７の表示を強制的に終
了して、ステップＳＰ７２に戻る。
【０２２９】
　これに対してステップＳＰ８０において否定結果が得られると、このことはジャケット
写真画像８７の表示開始時点から、ユーザによりマウスが何ら操作されてはいないことを
表している。従って中央処理ユニット３０は、かかる否定結果を得ると、ジャケット写真
画像８７の表示を継続したまま、ステップＳＰ７９に戻る。すなわち中央処理ユニット３
０は、ジャケット写真画像８７の表示を開始すると、カーソルＣｕ２を移動させないまま
、タイマの計時時間が表示終了時間に達するかどうかを監視している。そしてステップＳ
Ｐ７９において肯定結果が得られると、このことはジャケット写真画像８７の表示開始時
点から、カーソルＣｕ２を移動させないままタイマの計時時間が表示終了時間に達したこ
とを表している。従って中央処理ユニット３０は、かかる肯定結果を得ると、ジャケット
写真画像８７の表示を終了して、次のステップＳＰ８１に移る。
【０２３０】
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　ステップＳＰ８１において中央処理ユニット３０は、音楽検索画面７０の表示を終了す
るか否かを判別する。このステップＳＰ８１において否定結果が得られると、このことは
ユーザにより音楽検索画面７０を利用して所望の音楽が選択されている途中であることを
表している。従って中央処理ユニット３０は、かかる否定結果を得ると、ステップＳＰ７
１に戻る。また上述したステップＳＰ７８において否定結果が得られると、このことは何
ら音楽データを再生してはいない状態でユーザによるマウスの操作に応じて音楽選択画像
ＳＤＩ（又は音楽選択拡大画像ＳＤＷ）上でカーソルＣｕ２を移動させた後、停止させた
ことを表している。従って中央処理ユニット３０は、かかる否定結果を得ると、ステップ
ＳＰ８２に移る。そしてステップＳＰ８２において中央処理ユニット３０は、ジャケット
写真画像８７に対応する音楽データを配信要求する配信要求情報を音楽提供装置２２に送
信して、次のステップＳＰ８３に移る。
【０２３１】
　このときステップＳＰ９３において音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、デー
タ記録再生装置２１に対しジャケット写真画像８７に対応する音楽データを送信するか否
かを判別する。このステップＳＰ９３において肯定結果が得られると、このことはデータ
記録再生装置２１でジャケット写真画像８７が表示されたとき、何ら音楽データを再生し
てはいないこと（すなわち、音楽提供装置２２から何ら音楽データを提供してはいないこ
と）を表している。従って中央処理ユニット６０は、かかる肯定結果を得ると、次のステ
ップＳＰ９４に移る。
【０２３２】
　そしてステップＳＰ９４において中央処理ユニット６０は、このときデータ記録再生装
置２１から送信され受信していた配信要求情報に応じてハードディスクドライブ６２から
対応する音楽データを読み出し、当該読み出した音楽データから特徴対応部分を切り出し
データ記録再生装置２１に送信する。また中央処理ユニット６０は、このときハードディ
スクドライブ６２から音楽関連情報も読み出してデータ記録再生装置２１に送信した後、
次のステップＳＰ９５に移り、第２の画像提供処理手順ＲＴ７を終了する。
【０２３３】
　因みにステップＳＰ９３において否定結果が得られると、このことはデータ記録再生装
置２１において音楽データの再生中にジャケット写真画像８７が表示されたこと（すなわ
ち、音楽提供装置２２から音楽データを提供している途中であること）を表している。従
って中央処理ユニット６０は、かかる否定結果を得ると、ステップＳＰ９５に移る。これ
によりステップＳＰ９５において中央処理ユニット６０は、このときデータ記録再生装置
２１へ音楽データを提供することなく、第２の画像提供処理手順ＲＴ７を終了する。
【０２３４】
　一方、ステップＳＰ８３においてデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、
音楽提供装置２２から送信された音楽データの特徴対応部分を受信しながら再生する。ま
た中央処理ユニット３０は、このとき音楽提供装置２２から送信された音楽関連情報につ
いても受信して表示部３９に送出する。これにより中央処理ユニット３０は、再生音楽通
知部８２に対し再生中の音楽データに対応する音楽関連情報を表示して、次のステップＳ
Ｐ８１に移る。そしてステップＳＰ８１において肯定結果が得られると、このことは例え
ばユーザにより所望の音楽が選択され音楽検索画面７０の表示を終了するように要求され
たことを表している。従って中央処理ユニット３０は、かかる肯定結果を得ると、次のス
テップＳＰ８４に移り、第３の表示処理手順ＲＴ６を終了する。これにより音楽提供装置
２２及びデータ記録再生装置２１は、音楽紹介処理手順をすべて終了する。
【０２３５】
　以上の構成において、データ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、ハードディ
スクドライブ３３に記録した複数の音楽データを分析する。これによりデータ記録再生装
置２１の中央処理ユニット３０は、音楽データに基づく音楽毎の印象を表すための３種類
の項目それぞれを数値化し、その結果得られた第１、第２及び第３の印象項目値ＳＰ、Ｅ
Ｌ及びＮＥを３次元空間座標として、これら３次元空間座標それぞれに音楽を示す音楽表
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示子ＳＩを配置した３次元空間画像ＴＤＩを生成する。そしてデータ記録再生装置２１の
中央処理ユニット３０は、その３次元空間画像ＴＤＩをそれぞれ異なる視点から見たよう
に２次元平面に投影して２次元平面画像でなる複数の音楽選択画像ＳＤＩを生成し、これ
らを音楽選択画像データとしてハードディスクドライブ３３に記録しておく。
【０２３６】
　この状態でデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３０は、ユーザにより音楽を選
択するように要求されると、ハードディスクドライブ３３から１つの音楽選択画像データ
を読み出し、表示部３９に当該音楽選択画像データに基づく音楽選択画像ＳＤＩを嵌め込
んだ音楽検索画面４５を表示する。そしてデータ記録再生装置２１の中央処理ユニット３
０は、ユーザにより入力部３１を介して３次元空間画像ＴＤＩを見るための視点を変更す
るように指示されると、当該ユーザにより選択された変更後の視点に対応する音楽選択画
像データをハードディスクドライブ３３から読み出す。これによりデータ記録再生装置２
１の中央処理ユニット３０は、表示部３９に表示している音楽検索画面４５内で視点変更
前の音楽選択画像ＳＤＩを変更後の視点に対応する音楽選択画像ＳＤＩに切り替えて表示
する。
【０２３７】
　従ってデータ記録再生装置２１は、表示部３９に音楽検索画面４５を表示するときや、
ユーザにより３次元空間画像ＴＤＩを見るための視点を変更するように要求される毎に３
次元空間画像ＴＤＩをもとに２次元平面画像でなる音楽選択画像ＳＤＩを生成することな
く、表示部３９に対し予め用意している音楽選択画像ＳＤＩを表示することができる。す
なわちデータ記録再生装置２１は、表示部３９に対し、３次元空間画像ＴＤＩを異なる視
点から見たように生成した２次元平面画像でなる音楽選択画像ＳＤＩを切り替えて表示す
るときの処理負荷を大幅に低減することができる。
【０２３８】
　また音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０も、ハードディスクドライブ６２に記録
した多数の音楽データを分析する。これにより音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０
は、音楽データに基づく音楽毎の印象を表すための３種類の項目それぞれを数値化し、そ
の結果得られた第１、第２及び第３の印象項目値ＳＰ、ＥＬ及びＮＥを３次元空間座標と
して、これら３次元空間座標それぞれに音楽を示す音楽表示子ＳＩを配置した３次元空間
画像ＴＤＩを生成する。そして音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、その３次元
空間画像ＴＤＩをそれぞれ異なる視点から見たように２次元平面に投影して２次元平面画
像でなる複数の音楽選択画像ＳＤＩを生成し、これらを音楽選択画像データとしてハード
ディスクドライブ６２に記録しておく。
【０２３９】
　この状態で音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１から
音楽検索画面７０の表示が要求されると、ハードディスクドライブ６２から１つの音楽選
択画像データを読み出して音楽検索画面データとしてデータ記録再生装置２１に送信する
。これにより音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１の表
示部３９に音楽選択画像データに基づく音楽選択画像ＳＤＩを嵌め込んだ音楽検索画面７
０を表示させる。そして音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０は、データ記録再生装
置２１から３次元空間画像ＴＤＩを見るための視点を変更するように要求されると、その
際に選択された変更後の視点に対応する音楽選択画像データをハードディスクドライブ６
２から読み出してデータ記録再生装置２１に送信する。これにより音楽提供装置２２の中
央処理ユニット６０は、データ記録再生装置２１において表示部３９に表示している音楽
検索画面７０内で視点変更前の音楽選択画像ＳＤＩを変更後の視点に対応する音楽選択画
像ＳＤＩに切り替えて表示させる。
【０２４０】
　従って音楽提供装置２２は、データ記録再生装置２１に音楽検索画面データを送信する
ときや、データ記録再生装置２１から３次元空間画像ＴＤＩを見るための視点を変更する
ように要求される毎に３次元空間画像ＴＤＩをもとに２次元平面画像でなる音楽選択画像
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ＳＤＩを生成することなく、予め用意している音楽選択画像データをデータ記録再生装置
２１に送信して音楽選択画像ＳＤＩを表示させることができる。すなわち音楽提供装置２
２は、データ記録再生装置２１の表示部３９に対し、３次元空間画像ＴＤＩを異なる視点
から見たように生成した２次元平面画像でなる音楽選択画像ＳＤＩを切り替えて表示させ
るときの処理負荷を大幅に低減することができる。
【０２４１】
　以上の構成によれば、データ記録再生装置２１は、音楽毎の印象を表すための３種類の
項目それぞれを数値化して得られる第１、第２及び第３の印象項目値ＳＰ、ＥＬ及びＮＥ
を３次元空間座標として、これら複数の３次元空間座標にそれぞれ音楽を示す音楽表示子
ＳＩを配置した３次元空間画像ＴＤＩを生成すると共に、その３次元空間画像ＴＤＩをそ
れぞれ異なる視点から見たように投影した複数の２次元平面画像でなる音楽選択画像ＳＤ
Ｉを生成してハードディスクドライブ３３に記録しておき、表示部３９に音楽選択画像Ｓ
ＤＩを表示している状態で、入力部３１を介して３次元空間画像ＴＤＩを見るための視点
を変更するように指示されると、変更後の視点から３次元空間画像ＴＤＩを見たように生
成した音楽選択画像ＳＤＩをハードディスクドライブ３３から読み出して表示部３９に表
示するようにした。これによりデータ記録再生装置２１は、表示部３９に対し、３次元空
間画像ＴＤＩを異なる視点から見たように生成した２次元平面画像でなる音楽選択画像Ｓ
ＤＩを切り替えて表示するときの処理負荷を大幅に低減することができる。よってデータ
記録再生装置２１は、複数の音楽それぞれの印象を示す２次元平面画像でなる音楽選択画
像ＳＤＩを容易に提示することができる。
【０２４２】
　また音楽提供装置２２は、音楽毎の印象を表すための３種類の項目それぞれを数値化し
て得られる第１、第２及び第３の印象項目値ＳＰ、ＥＬ及びＮＥを３次元空間座標として
、これら複数の３次元空間座標にそれぞれ音楽を示す音楽表示子ＳＩを配置した３次元空
間画像ＴＤＩを生成すると共に、その３次元空間画像ＴＤＩをそれぞれ異なる視点から見
たように投影した複数の２次元平面画像でなる音楽選択画像ＳＤＩを生成してハードディ
スクドライブ６２に記録しておき、データ記録再生装置２１に音楽選択画像ＳＤＩを提供
して表示させている状態で、当該データ記録再生装置２１から３次元空間画像ＴＤＩを見
るための視点を変更するように要求されると、その要求の際に選択された変更後の視点か
ら３次元空間画像ＴＤＩを見たように生成した音楽選択画像ＳＤＩをハードディスクドラ
イブ６２から読み出してデータ記録再生装置２１に送信して表示させるようにした。これ
により音楽提供装置２２は、データ記録再生装置２１の表示部３９に対し、３次元空間画
像ＴＤＩを異なる視点から見たように生成した２次元平面画像でなる音楽選択画像ＳＤＩ
を切り替えて表示させるときの処理負荷を大幅に低減することができる。よって音楽提供
装置２２は、複数の音楽それぞれの印象を示す２次元平面画像でなる音楽選択画像ＳＤＩ
を容易に提示することができる。
【０２４３】
　またデータ記録再生装置２１及び音楽提供装置２２は、２次元平面画像でなる複数の音
楽選択画像ＳＤＩを生成するとき、音楽選択画像ＳＤＩ毎に対応する視点を基準とした３
次元空間画像ＴＤＩ内の複数の音楽表示子ＳＩの配置位置に応じて、これら複数の音楽表
示子ＳＩの遠近を表現するようにした。従ってデータ記録再生装置２１及び音楽選択画像
２２は、２次元平面画像でなる音楽選択画像ＳＤＩ上で、複数の音楽表示子ＳＩの遠近表
現により、これら個々の音楽表示子ＳＩが示す音楽の印象をほぼ的確に認識させることが
できる。よってデータ記録再生装置２１及び音楽提供装置２２は、ユーザに対し音楽選択
画像ＳＤＩ上で好みの音楽を示す音楽表示子ＳＩを選択位置として的確に選択させること
ができる。
【０２４４】
　さらにデータ記録再生装置２１及び音楽提供装置２２は、ユーザにより音楽選択画像Ｓ
ＤＩ上で任意に選択位置が選択されたとき、当該選択位置と最も近い音楽表示子ＳＩを選
択音楽表示子ＳＩ１として検出するようにした。従ってデータ記録再生装置２１及び音楽
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提供装置２２は、音楽選択画像ＳＤＩにおいてユーザの音楽に対する好みの印象を示す位
置に音楽表示子ＳＩが配置されていない場合（すなわち、ユーザの好みの印象に合った音
楽の音楽データを記録してはいない場合）でも、当該ユーザの好みの印象に極力近い印象
の音楽を示す音楽表示子ＳＩを選択させることができる。さらにまたデータ記録再生装置
２１及び音楽提供装置２２は、選択音楽表示子ＳＩ１を検出すると、音楽検索領域ＭＲＡ
内でその選択音楽表示子ＳＩ１と距離の近い複数の音楽表示子ＳＩを候補音楽表示子ＳＩ
２乃至ＳＩ１１として選択するようにした。従ってデータ記録再生装置２１及び音楽提供
装置２２は、ユーザの好みの印象に極力近い複数の音楽を示す音楽表示子ＳＩも容易にか
つ的確に選択することができる。
【０２４５】
　そしてデータ記録再生装置２１及び音楽提供装置２２は、このように選択音楽表示子Ｓ
Ｉ１を検出すると共に、複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１を選択すると、これら
選択音楽表示子ＳＩ１及び複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１に対応する音楽デー
タを連続的に再生するようにした。従ってデータ記録再生装置２１及び音楽提供装置２２
は、ユーザによる音楽の選択操作に応じて選択した複数の音楽を実際に聴かせて当該ユー
ザの好みの印象に合う（又は近い）音楽であるかを確認させることができる。よってデー
タ記録再生装置２１及び音楽提供装置２２は、ユーザに対し複数の音楽をリストで提示せ
ずに、音楽表示子ＳＩのような点の集合として提示しても、好みの印象の音楽を的確に検
索して選択させることができる。
【０２４６】
　さらにデータ記録再生装置２１及び音楽提供装置２２は、複数の候補音楽表示子ＳＩ２
乃至ＳＩ１１を選択する場合、３次元空間画像ＴＤＩ内の選択音楽表示子ＳＩ１を除く全
ての音楽表示子ＳＩを用いるわけではなく、当該３次元空間画像ＴＤＩ内で選択音楽表示
子ＳＩ１をもとに格段的に小さい音楽検索領域ＭＲＡを検出し、その音楽検索領域ＭＲＡ
内で候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１を選択している。従ってデータ記録再生装置２１
及び音楽提供装置２２は、複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１を選択するときに、
選択音楽表示子ＳＩ１の３次元空間座標と比較する他の音楽表示子ＳＩの３次元空間座標
の数を格段的に少なくして処理負荷を大幅に低減させている。よってデータ記録再生装置
２１及び音楽提供装置２２は、複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１を迅速に選択し
てユーザに提示することができる。
【０２４７】
（３）他の実施の形態
　なお上述した実施の形態においては、音楽選択画像ＳＤＩ上でユーザにより選択位置が
選択されたときに、当該音楽選択画像ＳＤＩ内で選択位置を中心にした拡大対象部分ＳＤ
Ａを検出して拡大するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、音楽選
択画像ＳＤＩを予め複数の拡大対象部分に区切っておき、音楽選択画像ＳＤＩ上でユーザ
により選択位置が選択されたときには、その選択位置が含まれる拡大対象部分を判別して
拡大するようにしても良い。
【０２４８】
　また上述した実施の形態においては、３次元空間画像ＴＤＩ内で選択音楽表示子ＳＩ１
の配置位置を中心にした音楽検索領域ＭＲＡを検出して候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１
１の選択に用いるようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、図３３に示
すように、３次元空間画像ＴＤＩを予め複数の音楽検索領域ＭＲＡに区切っておき、音楽
選択画像ＳＤＩ上でユーザにより選択位置が選択されたときには、その選択位置に応じた
選択音楽表示子ＳＩ１が含まれる音楽検索領域ＭＲＡを判別して、候補音楽表示子ＳＩ２
乃至ＳＩ１１の選択に用いるようにしても良い。ただし選択音楽表示子ＳＩ１が何れかの
音楽検索領域ＭＲＡの境界にある程度近いときには、当該音楽検索領域ＭＲＡと、選択音
楽表示子ＳＩ１に近い境界で隣接する他の音楽検索領域ＭＲＡとを合わせて候補音楽表示
子ＳＩ２乃至ＳＩ１１の選択に用いるようにしても良い。
【０２４９】
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　さらに上述した実施の形態においては、ハードディスクドライブ３３及び６２に記録し
た音楽データを用いて１つの３次元空間画像ＴＤＩを生成するようにした場合について述
べたが、本発明はこれに限らず、ジャンルやアーティスト、シーズン等のようなカテゴリ
毎に３次元空間画像ＴＤＩを生成し、その３次元空間画像ＴＤＩをもとにカテゴリ毎に異
なる視点に対応する複数の音楽選択画像ＳＤＩを生成するようにしても良い。
【０２５０】
　さらに上述した実施の形態においては、データ記録再生装置２１や音楽提供装置２２が
３次元空間画像ＴＤＩと共に複数の音楽選択画像ＳＤＩを生成してハードディスクドライ
ブ３３及び６２に記録しておくようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず
、データ記録再生装置２１が音楽提供装置２２から予め提供される複数の音楽選択画像Ｓ
ＤＩをハードディスクドライブ３３に記録しておき、また音楽提供装置２２も例えば外部
の音楽データの提供側から予め提供される複数の音楽選択画像ＳＤＩをハードディスクド
ライブ６２に記録しておくようにしても良い。
【０２５１】
　さらに上述した実施の形態においては、音楽選択画像ＳＤＩ上で任意に選択位置が選択
されると、拡大対象部分ＳＤＡを音楽選択拡大画像ＳＤＷとして拡大し、かつ選択音楽表
示子ＳＩ１及び複数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１を選択するようにした場合につ
いて述べたが、本発明はこれに限らず、音楽選択画像ＳＤＩ上の選択位置の選択とは別に
当該音楽選択画像ＳＤＩを拡大及び縮小するようにして、拡大及び縮小した音楽選択画像
ＳＤＩ上で選択位置を任意に選択させるようにしても良い。
【０２５２】
　さらに上述した実施の形態においては、図１４について上述したように、音楽検索領域
ＭＲＡ内で選択音楽表示子ＳＩ１と最も近い位置のものから順に遠い位置のものへ予め選
定された基準選択数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１を選択するようにした場合につ
いて述べたが、本発明はこれに限らず、図３４（Ａ）に示すように、音楽検索領域ＭＲＡ
内で選択音楽表示子ＳＩ１を中心とする所定半径ｒ１の球状の選択範囲ＳＡ１０内に存在
する他の全ての音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩｐを候補音楽表示子として選択するようにして
も良い。また図３４（Ｂ）に示すように、音楽検索領域ＭＲＡ内では、選択音楽表示子Ｓ
Ｉ１を通る視線を選択基準線ＳＬ１とし当該選択基準線ＳＬ１上に位置する音楽表示子Ｓ
Ｉ１５乃至ＳＩｔを候補音楽表示子として選択するようにしても良い。
【０２５３】
　さらに図３５（Ａ）に示すように、音楽検索領域ＭＲＡ内では、選択音楽表示子ＳＩ１
と通る視線を中心軸ＳＬ２とした所定半径ｒ２の円筒状の選択範囲ＳＡ１１内に存在する
全ての音楽表示子ＳＩ１乃至ＳＩｒを候補音楽表示子として選択するようにしても良い。
さらにまた図３５（Ｂ）に示すように、音楽検索領域ＭＲＡ内では、選択音楽表示子ＳＩ
１を通る視線を選択基準線ＳＬ３とし当該選択基準線ＳＬ３と最も近い位置のものから順
に遠い位置のものへと基準選択数の音楽表示子ＳＩ１乃至ＳＩｓを候補音楽表示子として
選択するようにしても良い。
【０２５４】
　さらにまた音楽検索領域ＭＲＡ内では、選択音楽表示子ＳＩ１を基準として複数の候補
音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１を選択するようにした場合について述べたが、選択位置の
２次元平面座標を３次元空間座標に展開し、その３次元空間座標を基準にして、これと最
も近い１つの音楽表示子ＳＩを選択音楽表示子ＳＩ１として選択し、かつ所定範囲や距離
に応じて複数の音楽表示子ＳＩを候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１として選択するよう
にしても良い。
【０２５５】
　さらに上述した実施の形態においては、音楽検索領域ＭＲＡ内であたかも選択音楽表示
子ＳＩ１を中心とした円状の選択範囲内に存在する音楽表示子ＳＩを候補音楽表示子とし
て選択するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば音楽検索領
域ＭＲＡ内であたかも選択音楽表示子ＳＩ１を中心とするＸＹ平面、ＹＺ平面及びＺＸ平
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面のいずれかと平行な円状のような種々の形状の選択範囲内に存在する音楽表示子ＳＩを
候補音楽表示子として選択するようにしても良い。
【０２５６】
　さらに上述した実施の形態においては、図１４について上述したように、音楽検索領域
ＭＲＡ内で選択音楽表示子ＳＩ１と最も近い位置のものから順に遠い位置のものへと基準
選択数の候補音楽表示子ＳＩ２乃至ＳＩ１１を選択するようにした場合について述べたが
、本発明はこれに限らず、選択音楽表示子ＳＩ１のみを検出し（すなわち、候補音楽表示
子ＳＩ２乃至ＳＩ１１を選択せずに）、又は音楽検索領域ＭＲＡ内で選択音楽表示子ＳＩ
１を基準として複数の音楽表示子ＳＩも選択音楽表示子として選択するようにしても良い
。
【０２５７】
　さらに上述した実施の形態においては、ユーザに対し音楽選択画像ＳＤＩ上で任意に一
点を選択位置として選択させるようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず
、ユーザに対し音楽選択画像ＳＤＩ上で任意に円形等の所定形状の領域を選択位置として
選択させるようにしても良い。また例えばユーザにより音楽選択画像ＳＤＩ上でカーソル
Ｃｕ１及びＣｕ２の移動軌跡として任意に円や楕円、四角のような種々の枠が描かれた場
合、かかる枠内に存在する音楽表示子ＳＩを選択音楽表示子や候補音楽表示子として選択
するようにしても良い。そしてデータ記録再生装置２１では、ユーザの描いた枠により複
数の音楽表示子ＳＩを選択した場合、これら複数の音楽表示子ＳＩを全て登録したプレイ
リストを作成するようにしても良い。このようにすれば、データ記録再生装置２１では、
ユーザに対し自己の好みの印象に応じてプレイリストに登録したい音楽を自由に選択させ
て再生することができる。
【０２５８】
　さらに上述した実施の形態においては、音楽データを分析することで音楽の印象を表す
速さ、音色及び年代のような３種類の項目それぞれを数値化して第１、第２及び第３の印
象項目値ＳＰ、ＥＬ及びＮＥを得るようにした場合について述べたが、本発明はこれに限
らず、３種類の項目を数値化するようにすれば、音楽の印象を表すためのテンポ、明るさ
のような曲調、爽快さのような雰囲気のように、種々の組み合わせの３種類の項目それぞ
れを数値化して第１乃至第３の印象項目値を得るようにしても良い。
【０２５９】
　さらに上述した実施の形態においては、データ記録再生装置２１及び音楽提供装置２２
おいてそれぞれ、予め設定した複数の視点に対応する複数の音楽選択画像ＳＤＩを生成し
ておくようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、データ記録再生装置２
１及び音楽提供装置２２においてそれぞれ、選択可能な全ての視点に対応する多数の音楽
選択画像ＳＤＩのうちの一部のみを予め生成しておき、ユーザにより選択された視点に対
応する音楽選択画像ＳＤＩをすでに生成しているときには、その音楽選択画像ＳＤＩを表
示し、ユーザにより選択された視点に対応する音楽選択画像ＳＤＩを生成していないとき
には、その時点に生成して表示すると共に、追加で記録保持するようにしても良い。すな
わちデータ記録再生装置２１及び音楽提供装置２２では、最初は少ない音楽選択画像ＳＤ
Ｉを用意しておき、ユーザによる視点の選択状況に応じて音楽選択画像ＳＤＩを徐々に増
やすようにしても良く、このようにしても音楽選択処理を実行する毎に、音楽検索画面４
５及び７０の表示を開始するときや視点の変更が指示される毎に音楽選択画像を生成して
いるわけではないため、処理負荷が増大することを極力回避することができる。
【０２６０】
　さらに上述した実施の形態においては、本発明による表示プログラムを、データ記録再
生装置２１のＲＯＭ３２又はハードディスクドライブ３３に予め記録した表示プログラム
に適用し、中央処理ユニット３０が当該表示プログラムに従って図２７乃至図３２につい
て上述した画像生成処理手順ＲＴ１、第１乃至第３の表示処理手順ＲＴ２、ＲＴ４、ＲＴ
６及び音楽紹介処理手順ＲＴ３を実行するようにした場合について述べたが、本発明はこ
れに限らず、データ記録再生装置２１に対し表示プログラムが格納されたプログラム格納
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媒体をインストールして上述した画像生成処理手順ＲＴ１、第１乃至第３の表示処理手順
ＲＴ２、ＲＴ４、ＲＴ６及び音楽紹介処理手順ＲＴ３を実行するようにしても良い。
【０２６１】
　なお、このような上述した画像生成処理手順ＲＴ１、第１乃至第３の表示処理手順ＲＴ
２、ＲＴ４、ＲＴ６及び音楽紹介処理手順ＲＴ３を実行させるための表示プログラムをデ
ータ記録再生装置２１にインストールして実行可能な状態にするためのプログラム格納媒
体としては、例えばフレキシブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disc-Read Only Mem
ory ）、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）等のパッケージメディアのみならず、各種プ
ログラムが一時的もしくは永続的に格納される半導体メモリや磁気ディスク等で実現して
も良い。また、これらプログラム格納媒体に表示プログラムを格納する手段としては、ロ
ーカルエリアネットワークやインターネット、デジタル衛星放送等の有線及び無線通信媒
体を利用しても良く、ルータやモデム等の各種通信インタフェースを介して格納するよう
にしても良い。
【０２６２】
　さらに上述した実施の形態においては、本発明による画像提供プログラムを、音楽提供
装置２２のＲＯＭ６１又はハードディスクドライブ６２に予め記録した画像提供プログラ
ムに適用し、中央処理ユニット６０が当該画像提供プログラムに従って図２７、図３０乃
至図３２について上述した画像生成処理手順ＲＴ１、第１及び第２の画像提供処理手順Ｒ
Ｔ５及びＲＴ７を実行するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、音
楽提供装置２２に対し画像提供プログラムが格納されたプログラム格納媒体をインストー
ルして上述した画像生成処理手順ＲＴ１、第１及び第２の画像提供処理手順ＲＴ５及びＲ
Ｔ７を実行するようにしても良い。
【０２６３】
　なお、このような上述した画像生成処理手順ＲＴ１、第１及び第２の画像提供処理手順
ＲＴ５及びＲＴ７を実行させるための画像提供プログラムを音楽提供装置２２にインスト
ールして実行可能な状態にするためのプログラム格納媒体としては、例えばフレキシブル
ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ等のパッケージメディアのみならず、各種プログラムが
一時的もしくは永続的に格納される半導体メモリや磁気ディスク等で実現しても良い。ま
た、これらプログラム格納媒体に画像提供プログラムを格納する手段としては、ローカル
エリアネットワークやインターネット、デジタル衛星放送等の有線及び無線通信媒体を利
用しても良く、ルータやモデム等の各種通信インタフェースを介して格納するようにして
も良い。
【０２６４】
　さらに上述した実施の形態においては、本発明による表示装置を、図１乃至図３５につ
いて上述した表示装置１やパーソナルコンピュータ構成のデータ記録再生装置２１に適用
するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、携帯電話機やＰＤＡ（Pe
rsonal Digital Assistance ）、ゲーム機器等の情報処理装置、ビデオカメラやデジタル
スチルカメラ、ＤＶＤレコーダやハードディスクレコーダ等の記録再生装置等のように、
この他種々の構成の表示装置に広く適用することができる。
【０２６５】
　さらに上述した実施の形態においては、本発明による画像提供装置を、図１乃至図３５
について上述した画像提供装置１０やサーバ構成の音楽提供装置２２に適用するようにし
た場合について述べたが、本発明はこれに限らず、携帯電話機やＰＤＡ、ゲーム機器等の
情報処理装置、ビデオカメラやデジタルスチルカメラ、ＤＶＤレコーダやハードディスク
レコーダ等の記録再生装置等のように、外部装置に画像を提供可能なこの他種々の構成の
画像提供装置に広く適用することができる。
【０２６６】
　さらに上述した実施の形態においては、コンテンツとして、図１乃至図３５について上
述した音楽を適用するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、写真画
像、映画のような動画像、ゲームプログラム等のように、この他種々のコンテンツを広く
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適用することができる。
【０２６７】
　さらに上述した実施の形態においては、コンテンツ毎の印象を表すための３種類の項目
それぞれを数値化して得られる第１乃至第３の印象項目値を３次元空間座標として、複数
の当該３次元空間座標にそれぞれコンテンツを示すコンテンツ表示子が配置された３次元
空間画像をそれぞれ異なる視点から見たように生成された複数の２次元平面画像を記録す
る記録部として、図１乃至図３５について上述した表示装置１の記録部２やデータ記録再
生装置２１のハードディスクドライブ３３、画像提供装置１０の記録部１１や音楽提供装
置２２のハードディスクドライブ６２を適用するようにした場合について述べたが、本発
明はこれに限らず、内蔵型や外付け型の半導体メモリ、光ディスクを用いるドライブ装置
等のように、この他種々の記録部を広く適用することができる。
【０２６８】
　さらに上述した実施の形態においては、記録部に記録された２次元平面画像を表示する
表示部として、図１乃至図３５について上述した表示装置１の表示部３やデータ記録再生
装置２１の表示部３９を適用するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限ら
ず、外付けのテレビジョン受像機等のように、この他種々の表示部を広く適用することが
できる。
【０２６９】
　さらに上述した実施の形態においては、３次元空間画像を見るための視点を変更するよ
うに指示するために用いられる指示部として、図１乃至図３５について上述した表示装置
１の指示部４やデータ記録再生装置２１の入力部３１を適用するようにした場合について
述べたが、本発明はこれに限らず、押下操作可能な操作キー、タッチパネルやジョイステ
ィック等のポインティングデバイスのように、この他種々の指示部を広く適用することが
できる。
【０２７０】
　さらに上述した実施の形態においては、３次元空間画像を所定の視点から見たように生
成された２次元平面画像を記録部から読み出し、当該読み出した２次元平面画像を表示部
に表示している状態で、指示部を介して当該視点を変更するように指示されると、変更後
の視点から３次元空間画像を見たように生成された２次元平面画像を記録部から読み出し
、当該読み出した２次元平面画像を表示部に表示するように制御する表示制御部として、
図１乃至図３５について上述した表示装置１の表示制御部５やデータ記録再生装置２１の
中央処理ユニット３０を適用するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限ら
ず、マイクロコンピュータ等のように、この他種々の表示制御部を広く適用することがで
きる。
【０２７１】
　さらに上述した実施の形態においては、表示部に表示された２次元平面画像内で任意に
選択位置を選択させるために用いられる選択部として、図１乃至図３５について上述した
データ記録再生装置２１の入力部３１を適用するようにした場合について述べたが、本発
明はこれに限らず、押下操作可能な操作キー、タッチパネルやジョイスティック等のポイ
ンティングデバイスのように、この他種々の選択部を広く適用することができる。
【０２７２】
　さらに上述した実施の形態においては、選択部を介して２次元平面画像内で選択位置が
任意に選択されると、当該２次元平面画像内で選択位置と最も近い位置のコンテンツ表示
子を検出する検出部として、図１乃至図３５について上述したデータ記録再生装置２１の
中央処理ユニット３０を適用するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限ら
ず、マイクロコンピュータ等のように、この他種々の検出部を広く適用することができる
。
【０２７３】
　さらに上述した実施の形態においては、コンテンツ表示子に対応するコンテンツを再生
する再生部として、図１乃至図３５について上述したデータ記録再生装置２１の再生処理
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部３７及びスピーカ３８を適用するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限
らず、コンテンツの種類に応じて、中央処理ユニット及びディスプレイ等のように、この
他種々の再生部を広く適用することができる。
【０２７４】
　さらに上述した実施の形態においては、２次元平面画像を表示する外部装置に対し、記
録部に記録された２次元平面画像を送信する送信部として、図１乃至図３５について上述
した画像提供装置１０の送信部１２や音楽提供装置２２のネットワークインタフェース６
４を適用するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、無線通信用のア
ンテナや変調回路等のように、この他種々の送信部を広く適用することができる。
【０２７５】
　さらに上述した実施の形態においては、外部装置から送信された、３次元空間画像を見
るための視点を変更するように要求する要求情報を受信する受信部として、図１乃至図３
５について上述した画像提供装置１０の受信部１４や音楽提供装置２２のネットワークイ
ンタフェース６４を適用するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、
無線通信用のアンテナや復調回路等のように、この他種々の受信部を広く適用することが
できる。
【０２７６】
　さらに上述した実施の形態においては、記録部から３次元空間画像を所定の視点から見
たように生成された２次元平面画像を読み出し、当該読み出した２次元平面画像を送信部
から外部装置に送信するように制御すると共に、受信部により、２次元平面画像を表示し
ている外部装置から送信された要求情報が受信されると、当該受信部により受信された要
求情報の示す変更後の視点から３次元空間画像を見たように生成された２次元平面画像を
記録部から読み出し、当該読み出した２次元平面画像を送信部から外部装置に送信するよ
うに制御する送信制御部として、図１乃至図３５について上述した画像提供装置１０の送
信制御部１５や音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０を適用するようにした場合につ
いて述べたが、本発明はこれに限らず、マイクロコンピュータ等のように、この他種々の
送信制御部を広く適用することができる。
【０２７７】
　さらに上述した実施の形態においては、２次元平面画像内で任意に選択された選択位置
と最も近い位置のコンテンツ表示子を検出する検出部として、図１乃至図３５について上
述した音楽提供装置２２の中央処理ユニット６０を適用するようにした場合について述べ
たが、本発明はこれに限らず、マイクロコンピュータ等のように、この他種々の検出部を
広く適用することができる。
【産業上の利用可能性】
【０２７８】
　本発明は、パーソナルコンピュータ及び携帯電話機等の表示装置や、コンピュータ等の
画像提供装置に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０２７９】
【図１】本発明による表示装置の概要を示すブロック図である。
【図２】本発明による画像提供装置の概要を示すブロック図である。
【図３】実施の形態による音楽選択システムの構成を示す略線図である。
【図４】実施の形態によるデータ記録再生装置の詳細な回路構成を示すブロック図である
。
【図５】音楽の印象を示すための３種類の項目を示す略線図である。
【図６】音楽分析情報を示す略線図である。
【図７】３次元空間画像の構成を示す略線図である。
【図８】３次元空間画像から音楽選択画像を生成するときの視点の説明に供する略線図で
ある。
【図９】音楽表示子に対する視点からの配置位置に応じた遠近の表現の説明に供する略線
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図である。
【図１０】音楽選択画像の構成を示す略線図である。
【図１１】音楽検索画面の構成を示す略線図である。
【図１２】音楽検索画面内の音楽選択画像の切り替えの説明に供する略線図である。
【図１３】音楽検索領域の検出の説明に供する略線図である。
【図１４】音楽の選択の説明に供する略線図である。
【図１５】拡大対象部分における音楽表示子の加工の説明に供する略線図である。
【図１６】音楽選択画像の拡大の説明に供する略線図である。
【図１７】音楽検索画面内の音楽選択拡大画像の表示の説明に供する略線図である。
【図１８】音楽検索画面による音楽の紹介の説明に供する略線図である。
【図１９】音楽検索画面による音楽の検索結果の提示の説明に供する略線図である。
【図２０】プレイリストの構成を示す略線図である。
【図２１】実施の形態による音楽提供装置の詳細な回路構成を示すブロック図である。
【図２２】音楽検索画面の構成を示す略線図である。
【図２３】音楽検索画面内の音楽選択画像の切り替えの説明に供する略線図である。
【図２４】音楽検索画面内の音楽選択拡大画像の表示の説明に供する略線図である。
【図２５】音楽検索画面による音楽の紹介の説明に供する略線図である。
【図２６】音楽検索画面による音楽の検索結果の提示の説明に供する略線図である。
【図２７】画像生成処理手順を示すフローチャートである。
【図２８】第１の表示処理手順を示すフローチャートである。
【図２９】音楽紹介処理手順を示すフローチャートである。
【図３０】音楽選択処理手順を示すフローチャートである。
【図３１】音楽紹介処理手順（１）を示すフローチャートである。
【図３２】音楽紹介処理手順（２）を示すフローチャートである。
【図３３】他の実施の形態による３次元空間画像の構成を示す略線図である。
【図３４】他の実施の形態による音楽の選択（１）の説明に供する略線図である。
【図３５】他の実施の形態による音楽の選択（２）の説明に供する略線図である。
【符号の説明】
【０２８０】
　１……表示装置、２、１１……記録部、３、３９……表示部、４……指示部、５……表
示制御部、１０……画像提供装置、１２……送信部、１３……外部装置、１４……受信部
、１５……送信制御部、２０……音楽選択システム、２１……データ記録再生装置、２２
……音楽提供装置、３０、６０……中央処理ユニット、３１……入力部、３３、６２……
ハードディスクドライブ、３６、６４……ネットワークインタフェース、４５、７０……
音楽検索画面、ＡＸ……投影軸画像、ＥＬ……第２の印象項目値、ＭＲＡ……音楽検索領
域、ＮＥ……第３の印象項目値、ＳＤＡ……拡大対象部分、ＳＤＩ……音楽選択画像、Ｓ
ＤＷ……音楽選択拡大画像、ＳＩ……音楽表示子、ＳＰ……第１の印象項目値、ＴＤＩ…
…３次元空間画像、ＲＴ１……画像生成処理手順、ＲＴ２……第１の表示処理手順、ＲＴ
４……第２の表示処理手順、ＲＴ５……第１の画像提供処理手順。
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